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江
戸
時
代
に
お
け
る
新
宮
（
熊
野
速
玉
大
社
）
の
神
宝
伝
世
の
一
様
相

―
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
と
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
所
蔵
の
神
宝
図
か
ら
―

原 
 

田 
 

直 
 

輝

は
じ
め
に

和
歌
山
県
南
東
部
、
熊
野
川
の
河
口
付
近
に
鎮
座
す
る
熊
野
速
玉
大
社
（
新

宮
）
に
は
、
現
在
約
一
〇
〇
〇
点
に
の
ぼ
る
古
神
宝
類
が
伝
来
す
る
。
摂
社
の

阿
須
賀
神
社
に
伝
来
し
た
古
神
宝
類
（
現
・
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵

（
（
（

）
と
と
も
に
、

多
く
が
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
の
奉
納
品
と
さ
れ
、
中
世
工
芸
史
上
の
一
大

基
準
作
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

両
社
の
古
神
宝
類
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
神
宝
目
録
と
の
比
較
検
討
に
多
く

目
次

は
じ
め
に

一

研
究
史
と
問
題
の
所
在

二

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本

三

両
本
に
み
る
神
宝
伝
世
の
一
様
相

お
わ
り
に

を
負
っ
て
き
た
が
、
神
宝
目
録
だ
け
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
点
も
多
く
、
な

お
研
究
上
の
課
題
は
多
い
。
本
稿
で
は
、
研
究
上
の
情
報
の
不
足
を
補
い
う
る

資
料
と
し
て
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
有
職
図
」（
以
下
、
岩
瀬
文
庫
本
）
と

ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
（Staatsbibliothek zu Berlin

）
所
蔵
「
中
御
前
速
霊

宮
（
仮
題
）」（
以
下
、
ベ
ル
リ
ン
本
）
を
あ
げ
る
。
二
つ
の
資
料
は
、
も
と
一
具

と
み
ら
れ
、
都
合
七
巻
、
三
〇
〇
件
余
り
の
神
宝
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
古
神
宝
類
の
一
側
面
を
明
ら
か

に
し
う
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
在
外
資
料
を
含
む
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
掲
載
内
容
や
一
具
性
な
ど
の
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
に
つ
い
て
、
内
容
と
関
連
情
報
を

整
理
し
、
も
と
一
具
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら

そ
の
資
料
的
意
義
を
確
認
し
、
古
神
宝
類
研
究
の
上
で
有
用
な
資
料
と
し
て
位

置
付
け
る
。
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一

研
究
史
と
問
題
の
所
在

（
１
）
熊
野
速
玉
大
社
の
古
神
宝
類

一
般
に
古
神
宝
類
と
は
、
遷
宮
な
ど
に
際
し
て
祭
神
へ
奉
納
さ
れ
た
御
料
や

装
束
の
類
で
あ
る
神
宝
の
う
ち
、
神
殿
か
ら
下
げ
ら
れ
た
神
宝
の
こ
と
を
い
う（

（
（

。

本
稿
に
て
取
り
上
げ
る
熊
野
速
玉
大
社
と
摂
社
阿
須
賀
神
社
に
は
、
あ
わ
せ
て

一
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
古
神
宝
類
が
伝
来
し
、
前
者
は
同
社
に
、
後
者
は
京
都

国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

両
社
の
古
神
宝
類
に
は
、
武
具
や
紡
績
具
、
鏡
な
ど
祭
祀
的
性
格
の
強
い
も

の
か
ら
、
服
飾
具
や
室
内
調
度
と
い
っ
た
神
殿
で
の
神
々
の
生
活
を
想
定
し
た

も
の
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
品
々
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
古
神
宝
類
の
歴
史
的
意

義
を
裏
付
け
る
の
が
、
神
宝
目
録
で
あ
る
。
両
社
伝
来
の
古
神
宝
類
に
関
わ
る

神
宝
目
録
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
複
数
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
熊
野
山

新
宮
神
宝
目
録
」
と
「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
事
御
調
進
造
替
之

文
御
目
録（

（
（

」（
と
も
に
熊
野
速
玉
大
社
蔵
）
の
二
点
が
、
研
究
の
上
で
重
要
視
さ

れ
て
き
た（

（
（

。
前
者
は
、
遷
宮
の
行
わ
れ
た
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
の
本
奥
書

を
も
つ
神
宝
目
録
の
写
し
、
後
者
も
内
容
か
ら
同
年
の
神
宝
目
録
の
写
し
と
み

ら
れ
て
い
る
。
両
目
録
に
は
現
存
す
る
古
神
宝
類
と
対
応
す
る
記
述
が
多
く
、

古
神
宝
類
の
多
く
が
明
徳
元
年
の
奉
納
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（
（

。
加
え
て

両
目
録
に
よ
れ
ば
、
各
神
宝
の
奉
納
先
も
明
ら
か
に
な
る
。
新
宮
に
は
熊
野
十

二
所
権
現
（
結
宮
、
速
玉
宮
、
証
誠
殿
、
若
宮
、
禅
師
宮
、
聖
宮
、
子
守
宮
、
一
万
十

万
宮
、
勧
請
十
五
所
宮
、
飛
行
夜
叉
宮
、
米
持
金
剛
王
子
）、
阿
須
賀
社
に
は
阿
須
賀

宮
が
そ
れ
ぞ
れ
祀
ら
れ
、
明
徳
元
年
に
は
各
神
に
対
し
て
一
揃
い
の
神
宝
が
納

め
ら
れ
た
。
両
目
録
で
は
、
神
宝
が
奉
納
先
の
社
殿
ご
と
に
分
け
て
記
載
さ
れ

て
い
る
た
め
、
各
神
宝
の
奉
納
先
も
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
、
奉
納
に
は
天

皇
、
上
皇
、
室
町
幕
府
将
軍
、
諸
国
の
守
護
が
関
わ
っ
た
こ
と
が
関
連
資
料

「
熊
野
山
新
宮
惣
神
官
等
重
訴
状
案（

（
（

」（
熊
野
速
玉
大
社
蔵
）
か
ら
わ
か
り
、
奉

納
に
あ
た
っ
て
は
工
芸
技
術
の
粋
が
尽
く
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

熊
野
速
玉
大
社
と
阿
須
賀
神
社
伝
来
の
古
神
宝
類
は
、
す
ぐ
れ
た
質
と
量
に

加
え
、
以
上
の
よ
う
な
関
連
資
料
の
存
在
に
よ
り
、
奉
納
時
期
や
奉
納
先
、
調

進
の
主
体
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
両
社
伝
来
の
古
神
宝
類
は
、
明

治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
一
部
が
古
社
寺
保
存
法
下
の
国
宝
指
定
を
受
け
、

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
文
化
財
保
護
法
下
の
国
宝
指
定
を
受
け
た
こ
と

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
現
代
に
か
け
て
、
中
世
工
芸
史
上
の
基
準
作
と
し

て
高
い
評
価
を
得
て
き
た
。

（
２
）
研
究
史

熊
野
速
玉
大
社
と
阿
須
賀
神
社
伝
来
の
古
神
宝
類
に
関
す
る
研
究
史
に
お
い

て
、
最
も
大
き
な
要
素
を
占
め
る
の
が
、
先
述
し
た
「
熊
野
山
新
宮
神
宝
目

録
」
を
は
じ
め
と
す
る
神
宝
目
録
と
の
比
較
検
討
で
あ
る
。
近
代
に
お
い
て
は

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
の
『
東
京
美
術
学
校
工
芸
史
研
究
部
研
究
報
告 

第

一
輯 
手
筥
と
檜
扇（

（
（

』
に
お
い
て
既
に
「
熊
野
山
新
宮
神
宝
目
録
」
の
翻
刻
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
に
な
る
と
、
鈴
木
敬
三
氏
ら
が
現
存
す
る
古
神
宝
類

の
総
覧
や
「
熊
野
山
新
宮
神
宝
目
録
」「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
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事
御
調
進
造
替
之
文
御
目
録
」
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
研
究
の
基
礎
を
作
り（

（
（

、

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
は
和
歌
山
県
立
博
物
館
の
特
別
展
『
熊
野
速
玉

大
社
の
名
宝
―
新
宮
の
歴
史
と
と
も
に（

（
（

―
』
に
お
い
て
、
両
目
録
を
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
た
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
、
現
在
の
研
究
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
古
神
宝
全
体
を
見
渡
す
視
点
か
ら
の
研
究
や（

（1
（

、
個

別
の
研
究
分
野
か
ら
作
品
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

（
３
）
問
題
の
所
在

こ
の
よ
う
に
注
目
を
集
め
る
熊
野
速
玉
大
社
と
阿
須
賀
神
社
伝
来
の
古
神
宝

類
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
研
究
上
の
課
題
は
多
い
。
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、

神
宝
目
録
を
基
礎
と
し
た
研
究
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
語

り
え
な
い
部
分
が
不
明
点
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
に
関
連

す
る
課
題
と
し
て
、
神
宝
目
録
の
資
料
性
、
神
宝
目
録
の
記
述
と
齟
齬
の
あ
る

古
神
宝
類
の
位
置
づ
け
、
奉
納
後
の
状
況
の
三
点
を
挙
げ
る
。

第
一
に
、
研
究
上
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
神
宝
目
録
の
資
料
性
が
不
明
瞭
な

こ
と
で
あ
る
。
明
徳
元
年
当
時
に
記
さ
れ
た
神
宝
目
録
そ
の
も
の
は
残
っ
て
お

ら
ず
、
現
在
知
ら
れ
る
神
宝
目
録
は
、
い
ず
れ
も
写
本
ま
た
は
近
代
の
も
の
で

あ
り
、
研
究
上
の
基
礎
資
料
と
さ
れ
る
「
熊
野
山
新
宮
神
宝
目
録
」
に
つ
い
て

も
内
容
の
整
理
さ
れ
た
感
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る（

（1
（

。
神
宝
目
録
の
資
料
性
、

そ
し
て
そ
れ
ら
に
基
づ
く
古
神
宝
類
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
な
お
関
連
資
料
に

よ
る
裏
付
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
神
宝
目
録
の
記
述
と
齟
齬
の
あ
る
古
神
宝
類
の
位
置
づ
け
が
不
明

瞭
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
伝
来
の
古
神
宝
類
の
う
ち
、「
熊
野
山
新
宮
神
宝
目

録
」「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
事
御
調
進
造
替
之
文
御
目
録
」
の

記
述
と
一
致
す
る
も
の
は
明
徳
元
年
の
制
作
と
み
な
さ
れ
る
が
、
神
宝
目
録
に

記
載
が
な
い
が
現
存
す
る
例
や
、
記
載
が
あ
る
が
現
存
し
な
い
例
も
少
な
く
な

い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
追
加
調
進
と
す
る
見
方
が
多
い
も
の
の
、
位
置
づ
け

は
不
明
瞭
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
神
宝
目
録
の
記
述
以
外
の
手
が
か
り

が
限
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
資
料
な
く
し
て
研
究
は
進
み
づ
ら
い
。

第
三
に
、
神
宝
の
奉
納
後
の
伝
世
状
況
に
つ
い
て
も
不
明
点
が
多
い
こ
と
で

あ
る
。
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
大
火
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
は
比
較
的

よ
く
知
ら
れ
る
が（

（1
（

、
そ
れ
以
前
の
状
況
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
神
宝

目
録
の
う
ち
『
紀
伊
続
風
土
記（

（1
（

』
に
掲
載
さ
れ
る
「
当
時
神
宝
目
録
」
な
ど
が

手
が
か
り
と
さ
れ
る
が（

（1
（

、
相
互
に
裏
付
け
る
資
料
に
乏
し
く
、
近
年
の
研
究
に

お
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

こ
れ
ら
三
つ
の
点
に
つ
い
て
、
神
宝
目
録
の
み
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
神
宝
目
録
と
古
神
宝
類
の
他
、
諸
資
料
か

ら
関
連
情
報
を
抽
出
し
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
い
え
、
さ
ら

な
る
関
連
資
料
の
発
見
と
紹
介
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
４
）
本
稿
の
目
的

本
稿
の
目
的
は
、
熊
野
速
玉
大
社
と
阿
須
賀
神
社
伝
来
の
古
神
宝
類
の
研
究

に
お
い
て
、
従
来
把
握
し
き
れ
な
か
っ
た
領
域
を
補
う
資
料
と
し
て
、
西
尾
市

岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
有
職
図（

（1
（

」（
岩
瀬
文
庫
本
）
と
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
所
蔵
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「
中
御
前
速
霊
宮
（
仮
題

（
（1
（

）」（
ベ
ル
リ
ン
本
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
と
意
義

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
新
宮
の
神
宝
図
と
し
て
は
、
写
本
の
多
く
作
ら

れ
た
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
の
本
奥
書
を
持
つ
「
熊
野
新
宮
神
宝
図（

（1
（

」（
和

歌
山
県
立
博
物
館
ほ
か
蔵
。
以
下
、
諸
写
本
も
含
め
「
高
橋
本
」
と
総
称
す
る
）
と
、

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
の
奉
納
銘
の
あ
る
包
紙
を
伴
う
「
熊
野
新
宮
神
宝

図（
（1
（

」（
熊
野
速
玉
大
社
蔵
。
以
下
、「
速
玉
本
」
と
呼
ぶ
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
か
ね
て
か
ら
往
時
の
神
宝
の
姿
や
安
置
状
況
を
残
し
た
も
の
と
評
さ
れ

て
き
た（

（2
（

。
筆
者
は
、
先
年
、
高
橋
本
の
関
連
情
報
や
諸
写
本
に
つ
い
て
整
理
し
、

現
存
し
な
い
資
料
の
情
報
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
神
宝
が
当
時
社

殿
へ
安
置
さ
れ
、
調
査
の
時
の
み
取
り
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
改
め

て
そ
の
資
料
性
の
高
さ
と
広
が
り
を
示
し
た（

（2
（

。
神
宝
図
は
、
新
宮
の
場
合
は
奉

納
後
に
制
作
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
た
め
、
一
次
資
料
に
は
な
り
え
な
い
が
、
前

項
で
述
べ
た
課
題
に
対
し
て
効
果
的
な
補
助
資
料
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
は
、
新
宮
と
阿
須
賀
社
に
祀
ら
れ
る
一
三
の
社

殿
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
て
ら
れ
た
神
宝
の
情
報
を
、
都
合
七
巻
、
三
〇
〇
件
余
り
に

わ
た
っ
て
掲
載
し
た
資
料
で
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
高
橋
本
と
速
玉
本

と
は
異
な
る
系
統
の
新
宮
の
神
宝
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
本
の
掲
載
内
容
の

検
討
や
紹
介
は
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
ベ
ル
リ
ン
本
は
、
在
外
資
料

で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
国
内
で
は
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
、
両
本
の

記
載
内
容
や
成
立
経
緯
な
ど
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
、
研
究
の
俎
上
に
載

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
章
で
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
の
概
要
、
掲
載
内
容
、
両
本
の

一
具
性
、
伝
来
、
成
立
に
つ
い
て
整
理
し
、
両
本
が
江
戸
時
代
に
お
け
る
新
宮

の
神
宝
の
状
況
を
伝
え
る
、
も
と
一
具
の
資
料
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
第
三
章

で
は
、
両
本
に
記
さ
れ
る
具
体
的
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
、
資
料
的
意
義
を
示

す
。
本
稿
を
通
じ
て
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
を
、
熊
野
速
玉
大
社
と
阿

須
賀
神
社
伝
来
の
古
神
宝
類
の
研
究
に
お
け
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
位
置
付

け
た
い
。

二

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本

本
章
で
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
に
つ
い
て
、
概
要
や
掲
載
内
容
を

整
理
し
、
両
本
の
一
具
性
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
制
作
過
程
や
伝
来
、
内
容
の

時
期
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

（
１
）
岩
瀬
文
庫
本

（
ⅰ
）
岩
瀬
文
庫
本
の
概
要

「
有
職
図
」
は
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
、
六
巻
か
ら
な
る
資
料
で
あ
る
。

本
品
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
館
の
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
詳
細
な
解

説
が
あ
る（

（2
（

。
ま
ず
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
本
品
の
概
要
を
述
べ
る
。

六
巻
い
ず
れ
も
、
お
お
む
ね
縦
二
七
～
二
八
㎝
、
横
三
五
～
四
〇
㎝
の
紙
を

継
い
だ
図
巻
で
、
裏
打
は
な
く
、
表
紙
は
卵
色
の
和
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
。
各

巻
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
岩
瀬
文
庫
の
館
蔵
番
号
と
し
て
一
か
ら
六
の
番
号
が
振
ら

れ
る
（
以
下
、
岩
瀬
文
庫
本
各
巻
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き
は
、
こ
の
番
号
に
よ
っ
て
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「
第
〇
巻
」
と
表
記
す
る
）。
巻
頭
の
欠
失
し
た
第
四
巻
を
除
く
す
べ
て
の
巻
の

巻
頭
に
は
、「
献
英
楼
図
書
記
」
朱
文
長
方
印
（
挿
図
一
）
と
岩
瀬
文
庫
の
蔵
書

印
「
岩
瀬
文
庫
」
朱
文
長
方
印
が
捺
さ
れ
る
。
第
二
巻
中
に
「
文
政
五
年
五
月

雪
亭

雪
桃

冩
」、
第
三
巻
末
に
「
雪
亭
写

雪
桃
写
」
と
の
書
入
が
あ
り

（
挿
図
二
・
三
）、
田
安
家
お
抱
え
絵
師
の
河
島
雪
亭
と
雪
桃
に
よ
っ
て
、
文
政

五
年
（
一
八
二
二
）
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

岩
瀬
文
庫
本
は
、「
文
政
年
間
に
お
け
る
熊
野
速
玉
大
社
の
御
装
束
神
宝
の

状
況
が
窺
え
る
貴
重
な
資
料（

（2
（

」
な
ど
と
評
価
さ
れ
る
が
、
掲
載
内
容
に
つ
い
て

は
「
末
社
の
飛
鳥
荒
祭
宮
に
よ
り
熊
野
速
玉
大
社
（
熊
野
新
宮
）
の
神
宝
と
推

定（
（2
（

」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
推
定
に
と
ど
め
ら
れ
、
制
作
背
景
な
ど
も
明
ら
か
で

な
い
。
ま
ず
、
岩
瀬
文
庫
本
が
新
宮
の
神
宝
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
制
作
者
や
伝
来
な
ど
の
関
連
情
報
を
可
能
な
限
り
整
理
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

（
ⅱ
）
記
録
方
法
と
内
容

ま
ず
は
、
岩
瀬
文
庫
本
が
新
宮
の
神
宝
図
で
あ
る
こ
と
を
、
掲
載
内
容
を
整

理
し
つ
つ
確
認
し
た
い
。
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
岩
瀬
文
庫
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
一
部
項
目
や
詳
細
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は

改
め
て
表
一
（
末
尾
に
掲
載
）
に
ま
と
め
た
。
以
後
、
岩
瀬
文
庫
本
掲
載
の
記

述
お
よ
び
図
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
は
、【

】
内
に
表
一
の
「
番
号
」
を

付
記
す
る
。

岩
瀬
文
庫
本
で
は
、
冒
頭
を
欠
く
第
四
巻
を
除
い
て
、
神
宝
に
つ
い
て
記
す

挿図一（右）　「献英楼図書記」印	 （西尾市岩瀬文庫所蔵「有職図」第一巻　巻頭）
挿図二（中）　河島雪亭・雪桃署名	（西尾市岩瀬文庫所蔵「有職図」第二巻　巻中）
挿図三（左）　河島雪亭・雪桃署名	（西尾市岩瀬文庫所蔵「有職図」第三巻　巻末）
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挿図四　�「御鏡」図�  
（西尾市岩瀬文庫所蔵「有職図」第一巻のうち）

前
に
、
そ
の
後
に
続
く
神
宝
の
奉
納
先
と
み
ら
れ
る
社
殿
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
一
巻
に
は
「
西
御
前
結
霊
宮
」、
第
二
巻
に
は
「
禪
地
御
宮
」、
第
三
巻
に
は

「
聖
御
宮
」「
児
御
宮
」「
子
守
御
宮
」「
一
万
十
万
御
宮
」「
勧
請
御
宮
」「
飛

行
御
宮
」「
米
持
御
宮
」、
第
五
巻
に
は
「
飛
鳥
荒
祭
宮
」、
第
六
巻
に
は
「
若

宮
殿
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
述
し
た
熊
野
十
二
所
権
現
と
摂
社
阿
須
賀
宮

の
う
ち
、
速
玉
宮
と
証
誠
殿
を
除
く
一
一
の
神
々
と
対
応
す
る
。
各
神
宝
の
前

に
は
、「
御
調
度
」「
御
神
服
」「
御
束
帯
」
な
ど
と
神
宝
目
録
上
の
分
類
を
記

す
場
合
が
あ
り
、「
目
録
ノ
外
」
と
し
て
神
宝
目
録
に
記
載
さ
れ
な
い
も
の
を

記
す
場
合
も
あ
る
。

各
神
宝
の
記
録
は
、
神
宝
の
名
称
、
員
数
、
意
匠
、
技
法
な
ど
に
つ
い
て
、
神

宝
目
録
の
記
述
を
引
用
し
て
記
す
こ
と
を
基
本
の
形
と
す
る
。
神
宝
の
名
称
以

下
神
宝
目
録
の
記
述
は
、「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
事
御
調
進
造

替
之
文
御
目
録
」
ま
た
は
「
新
宮
御
神
宝
目
録（

（2
（

」（
内
閣
文
庫
ほ
か
蔵
）
に
近
く
、

両
目
録
に
近
い
が
異
な
る
写
本
を
引
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る（

（2
（

。

多
く
の
項
目
に
は
図
が
添
え
ら
れ
る
。
着
色
、
白
描
の
も
の
が
混
在
し
、
寸

法
を
併
記
す
る
も
の
も
あ
る
。
着
色
の
図
に
つ
い
て
は
、
朱
色
・
黄
土
色
・
緑

色
・
白
色
の
ほ
か
、
鮮
や
か
な
桃
色
や
藍
色
な
ど
の
顔
料
・
染
料
が
確
認
さ
れ

る
ほ
か
、
金
銀
泥
や
胡
粉
盛
り
上
げ
も
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
四
巻
に
描

か
れ
る
「
桐
蒔
絵
手
箱
」【
４
―
15
、
巻
末
図
一
】
を
み
る
と
、
蓋
甲
を
黒
塗

り
と
し
、
桐
の
文
様
と
錫
縁
部
は
、
胡
粉
を
盛
り
上
げ
て
金
銀
泥
を
付
し
、
蒔

絵
や
錫
縁
と
い
っ
た
金
属
由
来
の
装
飾
の
質
感
と
量
感
を
巧
み
に
表
す
。
白
描

の
図
と
し
て
は
、「
押
冩
」
と
付
記
さ
れ
る
実
寸
大
の
描
写
が
特
徴
的
で
あ
る
。

例
え
ば
「
鏡
」【
１
―
８
】（
挿
図
四
）
で
は
直
径
約
二
〇
㎝
の
鏡
を
お
お
む
ね

法
量
通
り
に
記
録
す
る（

（2
（

。
い
ず
れ
も
宝
物
図
ら
し
く
、
神
宝
の
質
感
や
大
き
さ

な
ど
を
伝
え
ん
と
す
る
描
写
と
い
え
よ
う
。

神
宝
目
録
の
記
述
と
図
、
と
い
う
基
本
的
な
要
素
に
加
え
て
、
各
神
宝
に
つ

い
て
種
々
の
注
記
が
付
さ
れ
る
。
第
一
に
、
神
宝
目
録
の
記
載
内
容
と
調
査
し

た
神
宝
と
の
相
違
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
二
巻
、
禅
師
宮
に

奉
納
さ
れ
た
手
箱
【
２
―
10
】
を
見
る
と
、
神
宝
目
録
に
「
紋
牡
丹
」
と
あ
る

こ
と
に
対
し
、「
但
御
紋
牡
丹
ト
御
座
候
得
共
唐
花
ト
相
見
エ
申
候
」
と
補
足
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さ
れ
て
お
り
、
神
宝
目
録
に
よ
れ
ば
牡
丹
文
の
手
箱
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
は
ず

が
、
禅
師
宮
に
は
唐
花
文
の
手
箱
が
あ
っ
た
旨
を
付
記
し
て
い
る
。
第
二
に
、

所
在
と
状
態
を
記
録
す
る
注
記
で
あ
る
。
図
や
項
目
名
の
周
囲
に
、
朱
字
で

「
闕
失
」「
見
ヱ
不
申
候
」「
損
在
」
な
ど
と
書
か
れ
る
も
の
は
、
あ
る
時
点
に

お
け
る
欠
失
や
損
傷
を
表
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
表
一
を
み
る
と
、「
闕

失
」「
見
ヱ
不
申
候
」
と
あ
る
も
の
は
、
現
存
す
る
古
神
宝
類
の
う
ち
に
確
認

さ
れ
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
ら
欠
失
の
情
報
の
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
現
存
す
る
古
神
宝
類
と
関
連
し
う
る
記
述
で
あ
る（

（2
（

（
表
一
、「
相
当
し
う
る
現
存
の
古
神
宝
類
」
列
を
参
照
）。
第
三
に
、「
ア
」
な
ど

カ
タ
カ
ナ
や
五
〇
音
を
示
す
漢
字
を
朱
書
で
付
す
も
の
が
あ
る
。
意
味
は
不
明

で
あ
る
が
、
同
種
同
装
飾
の
神
宝
を
区
別
す
る
た
め
の
記
号
で
あ
っ
た
可
能
性

な
ど
が
想
像
さ
れ
る（

（2
（

。

さ
て
、
冒
頭
部
分
を
欠
く
第
四
巻
は
、
奉
納
先
の
社
殿
名
が
不
明
で
あ
っ
た
。

同
巻
に
記
さ
れ
る
手
箱
【
４
―
15
】
の
目
録
の
引
用
に
は
「
溶
懸
地
蒔
繪
銀
螺

鈿
文
桐
唐
草
…
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
事

御
調
進
造
替
之
文
御
目
録
」
に
み
る
証
誠
殿
へ
奉
納
さ
れ
た
手
箱
の
意
匠
と
一

致
す
る
。
他
の
奉
納
品
に
つ
い
て
も
、
服
飾
品
と
し
て
束
帯
が
含
ま
れ
る
こ
と

な
ど
お
お
む
ね
違
和
感
は
な
く
、
第
四
巻
は
、
証
誠
殿
へ
奉
納
さ
れ
た
神
宝
の

記
録
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
、
岩
瀬
文
庫
本
が
新
宮
の
神
宝
図
で
あ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
引
用
さ

れ
る
目
録
が
新
宮
の
神
宝
目
録
と
対
応
す
る
こ
と
、
表
一
に
み
る
よ
う
に
現
存

す
る
古
神
宝
類
と
多
く
が
一
致
す
る
こ
と
、「
闕
失
」
と
あ
る
神
宝
の
多
く
が

残
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
個
別
事
例
と
し
て
、
各
宮
へ
一
合
ず
つ
納
め
ら
れ
た
手
箱

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
手
箱
に
つ
い
て
は
、「
熊
野
山
新
宮
神
宝
目

録
」「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
事
御
調
進
造
替
之
文
御
目
録
」
に

文
様
や
奉
納
先
が
明
記
さ
れ
る
。
手
箱
の
意
匠
は
奉
納
先
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

お
り
、
か
つ
一
三
合
す
べ
て
が
現
存
す
る
た
め
、
記
載
内
容
と
の
比
較
検
討
が

し
や
す
い
事
例
で
あ
る（

（3
（

。
岩
瀬
文
庫
本
に
記
載
さ
れ
る
一
一
合
の
手
箱
の
意
匠

は
、
桐
、
松
椿
、
唐
花
唐
草
、
牡
丹
、
橘
、
菊
唐
草
、
松
楓
、
梛
、
籬
菊
で
あ

る
（
表
二
「
調
査
記
録
」
列
。
第
一
巻
結
宮
分
は
手
箱
部
分
が
欠
失
し
て
い
る
）。
こ

れ
ら
は
、
神
宝
目
録
に
み
る
各
宮
あ
て
の
手
箱
の
意
匠
と
一
致
す
る
（
表
二
）。

先
に
禅
師
宮
の
手
箱
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
各
手
箱
の
安
置
先
は
、
引
用

し
た
目
録
の
記
述
と
異
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
目
録
の
引
用
に
見
る
本
来
の

奉納先 目録 調査記録
結宮 桐 桐ヵ
速玉宮 桐 桐唐草
證誠殿 桐唐草 桐
若宮 菊 松椿
禅師宮 牡丹 唐花唐草
聖宮 橘 牡丹
児宮 菊唐草 唐花唐草
子持宮 唐花唐草 橘
一万十万宮 唐花唐草 菊唐草
勧請宮 梛 松楓
飛行宮 松楓 梛
米持宮 橘 橘
阿須賀宮 松椿 籬菊

岩瀬文庫本とベルリン本に記される、各社殿に
おける手箱の情報を一覧とした。「目録」列には
引用された目録の記述にある手箱の文様、「調査
記録」列には実際に安置されていたとある手箱
の文様を記している。ベルリン本記載の手箱に
ついては太字とした。なお、「目録」列にみる文
様は、いずれも「熊野山新宮御神宝内外御装束
之事御調進造替之文御目録」の記録と一致する。

【表二】�西尾文庫本・ベルリン本にみる�  
手箱の文様
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奉
納
先
（
表
二
「
目
録
」
列
）
は
、
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
事
御
調

進
造
替
之
文
御
目
録
」
の
記
載
と
一
致
す
る
。
岩
瀬
文
庫
本
に
み
る
手
箱
は
、

確
か
に
新
宮
の
神
々
へ
納
め
ら
れ
た
手
箱
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
要
素
に
つ
い
て
の
検
討
に
つ
い
て
示
す
に
は
至

ら
な
い
が
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
岩
瀬
文
庫
本
は
、
新
宮
に
祀
ら
れ
る
熊

野
十
二
所
権
現
の
う
ち
速
玉
宮
を
除
く
一
一
社
と
、
阿
須
賀
社
に
祀
ら
れ
る
阿

須
賀
宮
に
納
め
ら
れ
て
い
た
神
宝
を
記
録
し
た
図
巻
で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

（
２
）
ベ
ル
リ
ン
本

岩
瀬
文
庫
本
に
お
い
て
欠
失
し
て
い
た
部
分
、
す
な
わ
ち
速
玉
宮
分
の
神
宝

図
を
補
い
う
る
の
が
、
本
項
で
紹
介
す
る
ベ
ル
リ
ン
本
で
あ
る
。
展
示
履
歴
や

解
説
の
あ
っ
た
岩
瀬
文
庫
本
と
は
こ
と
な
り
、
ベ
ル
リ
ン
本
は
、
ま
と
ま
っ
た

紹
介
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
概
要
と
記
載
内
容
を
ま
と
め
、

岩
瀬
文
庫
本
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
ⅰ
）
ベ
ル
リ
ン
本
の
概
要

ベ
ル
リ
ン
国
会
図
書
館
所
蔵
の
巻
子
本
一
巻
（
縦
二
六
・
五
㎝
、
総
長
二
四 

三
・
〇
㎝
）
で
あ
る
。
表
紙
に
は
青
色
の
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
題
簽
及

び
巻
頭
に
「
中
御
前
速
霊
宮
」
と
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
墨
書
に
よ
っ
て
仮
題
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
岩
瀬
文
庫
本
の
例
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
「
中
御
前
速
霊

宮
」
は
新
宮
に
お
け
る
第
二
殿
速
玉
宮
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。
巻
頭
に
岩
瀬

文
庫
本
の
多
く
と
同
じ
「
献
英
楼
図
書
記
」
朱
文
長
方
印
が
捺
さ
れ
る
。

（
ⅱ
）
ベ
ル
リ
ン
本
の
掲
載
内
容

ベ
ル
リ
ン
本
の
掲
載
内
容
を
、
岩
瀬
文
庫
本
の
要
領
に
な
ら
っ
て
表
三
（
末

尾
に
掲
載
）
に
ま
と
め
た
。
内
容
は
、
件
数
に
し
て
一
一
二
件
に
の
ぼ
る
。
な

お
、
以
後
、
ベ
ル
リ
ン
本
掲
載
の
記
述
お
よ
び
図
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
は
、

【
Ｂ
―
〇
】
と
し
て
表
三
の
「
番
号
」
を
示
す
。

掲
載
内
容
の
多
く
は
、「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
事
御
調
進
造

替
之
文
御
目
録
」
に
載
る
速
玉
宮
へ
奉
納
さ
れ
た
神
宝
と
一
致
す
る（

（3
（

。
目
録
に

お
い
て
束
帯
や
、「
御
神
宝
」
に
分
類
さ
れ
る
武
具
や
馬
具
が
含
ま
れ
る
点
も

齟
齬
は
な
い
。
個
別
の
事
例
を
挙
げ
る
と
、
巻
頭
に
記
さ
れ
る
「
御
柄
」
の
次

に
、
熊
野
速
玉
大
社
伝
来
の
「
金
銀
装
鳥
頸
太
刀
」
の
姿
を
細
緻
に
写
し
た
図

が
あ
る
が
【
Ｂ
―
２
】、
こ
こ
に
描
か
れ
る
熊
野
速
玉
大
社
伝
来
の
「
金
銀
装

鳥
頸
太
刀
」
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
他
社
の
神
宝
に
類
例
が
な
い
。
こ
の

鳥
頸
太
刀
の
図
は
、
ベ
ル
リ
ン
本
の
記
載
内
容
を
新
宮
、
速
玉
宮
の
神
宝
と
判

断
す
る
に
十
分
な
材
料
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ベ
ル
リ
ン
本
は
、
新
宮
に
祀
ら

れ
る
熊
野
十
二
所
権
現
の
う
ち
、
速
玉
宮
に
納
め
ら
れ
た
神
宝
に
つ
い
て
記
し

た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

（
３
）
両
本
の
一
具
性

速
玉
宮
へ
の
奉
納
品
を
記
し
た
ベ
ル
リ
ン
本
は
、
岩
瀬
文
庫
本
に
お
い
て
欠

け
て
い
た
部
分
を
補
う
も
の
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
本
を
岩
瀬
文
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庫
本
と
比
較
し
、
両
本
の
一
具
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

両
本
を
比
較
す
る
と
、
記
録
方
法
や
、
一
部
に
付
さ
れ
る
朱
書
注
の
形
式
、

そ
し
て
「
献
英
楼
図
書
記
」
の
朱
文
長
方
印
な
ど
の
要
素
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と

ベ
ル
リ
ン
本
と
の
間
で
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
目
録
部
の
筆
跡
や
図
の
画
風

に
つ
い
て
は
、
同
一
の
巻
の
中
で
も
複
数
の
書
き
手
の
介
在
を
思
わ
せ
る
た
め
、

詳
細
な
比
較
検
討
は
難
し
い
。

両
本
の
一
具
性
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
前
項
で

確
認
し
た
手
箱
の
意
匠
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
本
で
は
、「
御
手
箱
」【
Ｂ
―
66
】

に
つ
い
て
、
目
録
に
は
「
桐
立
木
」
文
様
の
手
箱
と
あ
る
が
、
当
時
納
め
ら
れ

て
い
た
の
は
「
桐
唐
草
」
文
様
の
手
箱
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
桐
立
木
」
文
様

を
納
め
た
と
い
う
目
録
の
記
述
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と
同
様
、「
熊
野
山
新
宮
御

神
宝
内
外
御
装
束
之
事
御
調
進
造
替
之
文
御
目
録
」
に
み
る
速
玉
宮
あ
て
の
手

箱
の
記
述
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
実
際
に
安
置
さ
れ
て
い
た
「
桐
唐
草
」
手
箱

は
、
岩
瀬
文
庫
本
に
お
い
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
手
箱
に
あ
た
り
、
同
本
の
欠

を
補
う
の
で
あ
る
（
表
二
）。
こ
こ
で
す
べ
て
の
要
素
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
蔵
書
印
や
形
式
的
特
徴
の
共
通
性
に
加
え
、
ベ
ル
リ
ン
本
に

お
け
る
社
殿
や
手
箱
な
ど
個
別
の
要
素
が
岩
瀬
文
庫
本
の
欠
を
補
っ
て
い
る
こ

と
を
鑑
み
る
と
、
両
本
は
、
も
と
一
具
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
を
一
具
の
資
料
と
み
る
と
、
部
分
的
な
欠
失
は

あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
新
宮
の
神
宝
図
の
な
か
で
は
唯
一
、

新
宮
と
阿
須
賀
社
の
一
三
殿
に
納
め
ら
れ
た
神
宝
に
関
す
る
情
報
を
通
覧
す
る

こ
と
の
で
き
る
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
４
） 

制
作
者
と
伝
来

前
項
で
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
が
も
と
一
具
の
資
料
で
あ
っ
た
と

結
論
付
け
た
。
こ
こ
で
は
、
両
本
を
一
具
の
資
料
と
見
た
う
え
で
、
記
載
内
容

中
に
み
ら
れ
る
制
作
者
や
伝
来
過
程
を
示
す
記
録
に
つ
い
て
整
理
し
、
資
料
の

性
格
や
、
不
整
合
が
な
い
か
を
確
認
す
る
。

（
ⅰ
）
絵
師
河
島
雪
亭
と
雪
桃

先
に
触
れ
た
通
り
、
岩
瀬
文
庫
本
に
は
、
第
二
巻
中
に
「
文
政
五
年
五
月

雪
亭

雪
桃

寫
」、第
三
巻
末
に
「
雪
亭
写

雪
桃
写
」
と
書
入
が
あ
る
（
ベ

ル
リ
ン
本
に
は
こ
の
よ
う
な
書
入
は
な
い
）。
こ
れ
ら
に
信
を
置
け
ば
、
両
本
の
制

作
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
絵
師
「
雪
亭
」
と
「
雪
桃
」
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
解
説
に
指
摘

が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
れ
に
従
っ
て
確
認
す
る（

（3
（

。
こ
こ
で
は
、「
雪
亭
」「
雪

桃
」
を
、
田
安
徳
川
家
の
お
抱
え
絵
師
で
あ
っ
た
河
島
雪
亭
と
雪
桃
で
あ
る
と

し
、『
武
鑑
』
の
記
述
を
確
認
す
る
。『
武
鑑
』
を
順
に
み
る
と
、
雪
亭
は
享
和

元
年
（
一
八
〇
〇
）
版
に
、
雪
桃
は
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
版
に
初
め
て
現

れ
、
天
保
六
年
版
に
は
雪
亭
が
、
翌
天
保
七
年
版
は
雪
桃
が
削
除
さ
れ
る（

（3
（

。

雪
亭
に
つ
い
て
は
、
渓
斎
英
泉
（
一
七
九
一
～
一
八
四
八
）
に
よ
る
『
無
名
翁

随
筆
』
の
後
藤
茂
右
衛
門
条
を
み
る
と
、「
川
島
雪
亭
」
に
つ
い
て
「
田
安
侯

の
画
師
な
り
、
雪
舟
画
孫
な
り
、
雪
舟
と
少
し
異
な
れ
ど
も
名
手
也
、
寛
政
頃
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よ
り
天
保
の
今
に
至
て
存
す
、
市
ヶ
谷
に
住
す（

（3
（

」
と
あ
り
、
他
に
も
江
戸
時
代

中
後
期
の
漢
詩
文
に
名
前
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
数
少
な

い
文
献
を
確
認
す
る
限
り
で
は
、
岩
瀬
文
庫
本
に
お
い
て
、
文
政
五
年
に
両
者

が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
時
期
的
な
無
理
は
な
い
と
い
え
る
。

（
ⅱ
）
田
安
家
蔵
書
と
し
て

ベ
ル
リ
ン
本
及
び
岩
瀬
文
庫
本
の
第
一
、
二
、
三
、
五
、
六
巻
の
巻
頭
に
は
、

い
ず
れ
も
「
献
英
楼
図
書
記
」
印
が
捺
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
本
は
、

田
安
家
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
田
安
徳
川
家
の
文
庫
は
、
田
安

徳
川
家
初
代
の
田
安
宗
武
（
一
七
一
六
～
七
一
）
が
、
父
で
あ
っ
た
江
戸
幕
府
八

代
将
軍
の
徳
川
吉
宗
（
一
六
八
四
～
一
七
五
一
）
か
ら
譲
ら
れ
た
和
漢
書
を
基
盤

と
し
、
二
代
の
田
安
治
察
（
一
七
五
三
～
七
四
）、
三
代
の
田
安
斉
匡
（
一
七
七
九

～
一
八
四
八
）
の
時
代
に
拡
充
さ
れ
た
。

「
献
英
楼
図
書
記
」
印
に
つ
い
て
は
、
斉
匡
が
「
献
英
楼
」
を
号
と
し
、
斉

匡
治
世
下
の
写
本
に
「
献
英
楼
図
書
記
」
印
の
捺
さ
れ
る
例
が
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
斉
匡
の
治
世
に
お
け
る
蔵
書
印
と
す
る
説
が
あ
る（

（3
（

。
ま
た
、
斉
匡
は
、

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
か
ら
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
か
け
て
、
各
家
の
蔵

書
目
録
を
蒐
集
し
、
書
籍
の
謄
写
を
進
め
た
と
さ
れ
る（

（3
（

。
岩
瀬
文
庫
本
に
み
る

文
政
五
年
の
年
紀
は
、
こ
の
よ
う
な
斉
匡
の
動
向
と
矛
盾
し
な
い
。
両
本
の
内

容
が
実
地
調
査
に
よ
る
も
の
か
、
既
に
あ
っ
た
資
料
を
写
し
た
も
の
か
は
定
か

で
は
な
い
が
、
前
者
で
あ
れ
ば
宗
武
以
来
の
服
飾
や
有
職
文
物
へ
の
関
心
に
よ

る
も
の
、
後
者
で
あ
れ
ば
斉
匡
の
書
写
事
業
の
一
環
と
捉
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
文
政
五
年
頃
の
制
作
と
さ
れ
る
本
資
料
は
、
斉
匡
の
動
向
と
照
ら
し

て
も
違
和
感
は
な
く
、
ま
た
前
項
で
確
認
し
た
田
安
家
お
抱
え
絵
師
の
河
島
雪

亭
と
雪
桃
の
制
作
と
い
う
点
と
も
矛
盾
し
な
い
。
両
本
は
、
斉
匡
の
治
世
に
、

先
述
し
た
い
ず
れ
か
の
意
図
の
も
と
制
作
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
田
安
家
の
文
庫
に

納
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ⅲ
）
明
治
期
以
降
の
伝
来

つ
づ
い
て
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
が
田
安
家
か
ら
流
出
し
、
現
在
の

所
蔵
に
至
っ
た
経
緯
を
確
認
す
る
。
岩
瀬
文
庫
本
は
、
同
文
庫
の
『
図
書
原

帳
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
）
に
よ
り
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
一
）
一
〇
月
二
四

日
に
同
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（3
（

。
一
方
、
ベ
ル
リ
ン
本
は
、

フ
リ
ッ
ツ
・
ル
ン
プ
（
一
八
八
八
～
一
九
四
九
）
の
旧
蔵
品
で
、
他
の
旧
蔵
書
と

あ
わ
せ
て
一
九
八
〇
年
に
同
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
ま
で
の
経

緯
は
明
ら
か
で
な
い（

（3
（

。
岩
瀬
文
庫
の
『
図
書
原
帳
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
三
年

に
岩
瀬
文
庫
へ
入
っ
た
時
点
で
「
有
職
図
」
は
六
巻
で
あ
っ
た
と
い
い
、
同
年

ま
で
に
ベ
ル
リ
ン
本
が
離
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両

本
は
、
い
ず
れ
も
明
治
期
に
田
安
家
か
ら
流
出
し
、
そ
の
過
程
で
行
き
別
れ
と

な
り
、
岩
瀬
文
庫
と
ル
ン
プ
の
も
と
に
渡
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
松
方
冬
子
氏

は
、
田
安
家
の
蔵
書
の
流
出
が
遅
く
と
も
明
治
一
〇
年
頃
に
は
始
ま
る
と
指
摘

し
て
お
り（

（4
（

、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
の
伝
来
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な

蔵
書
流
出
の
一
環
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
両
本
の
伝
来
は
、
田
安
家
旧
蔵
「
献
英
楼
画
叢
」（
東
京
国
立
博
物
館
ほ
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か
蔵
）
の
事
例
と
も
通
じ
る
。「
献
英
楼
画
叢
」
は
、
能
面
、
能
装
束
、
能
小

道
具
な
ど
を
模
写
し
た
画
帖
で
、
田
安
家
の
命
に
よ
っ
て
文
政
か
ら
天
保
年
間

に
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
一
三
帖
、
ピ
エ
ー
ル
・
ク

レ
ッ
ト
マ
ン
氏
所
蔵
の
四
帖
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
一
帖
が
知
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。

長
崎
巌
氏
は
、
こ
の
う
ち
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
氏
所
蔵
本
に
つ
い
て
、
お
雇
い
外
国

人
ル
イ
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
（
一
八
五
一
～
一
九
一
四
）
が
日
本
に
滞
在
し
た
明
治

九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
同
一
一
年
の
間
に
入
手
し
た
も
の
と
し
、「
献
英
楼
画

叢
」
は
こ
の
段
階
で
す
で
に
田
安
家
か
ら
流
出
、
行
き
別
れ
と
な
り
、
国
内
外

に
分
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
す
る（

（4
（

。
こ
の
「
献
英
楼
画
叢
」
の
例
を
踏
ま
え
る

と
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
が
、
明
治
期
に
田
安
家
か
ら
流
出
、
そ
の
後

複
数
に
分
か
れ
て
国
内
外
に
伝
来
し
た
と
い
う
経
緯
は
特
異
な
事
で
は
な
く
、

む
し
ろ
同
時
代
の
田
安
家
蔵
書
流
出
の
一
つ
の
類
型
と
も
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
絵
師
河
島
雪
亭
と
雪
桃
、
一
九
世
紀
初
頭
の
田
安
家
の
動
向
、
明
治

時
代
以
降
の
蔵
書
の
流
出
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
河
島
雪
亭
と
雪
桃
の
動
向
に

つ
い
て
不
明
な
点
は
残
る
が
、
制
作
の
経
緯
や
伝
来
に
つ
い
て
、
大
き
く
不
自

然
な
点
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
５
）
制
作
過
程

前
項
に
お
い
て
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
の
制
作
者
や
伝
来
に
つ
い
て

確
認
し
た
が
、
両
本
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
は
、
留
意
す
べ
き
点
が
残
る
。
こ

こ
で
は
、
両
本
の
制
作
過
程
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
問
題
を
確
認
す
る
。
す
な
わ

ち
、
記
載
内
容
が
調
査
成
果
と
既
存
資
料
の
写
し
の
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
と
い

う
問
題
と
、
目
録
な
ど
の
記
載
内
容
が
い
つ
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
と

い
う
問
題
で
あ
る
。

第
一
に
、
両
本
が
、
実
地
調
査
の
成
果
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
別
の
図
巻
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
岩
瀬
文

庫
本
に
つ
い
て
は
、「
当
時
の
当
主
は
第
三
代
斉
匡
で
、
そ
の
命
に
よ
り
実
地

に
調
査
を
行
っ
た
報
告
書
ら
し
い（

（4
（

」「
文
政
年
間
に
お
け
る
熊
野
速
玉
大
社
の

御
装
束
神
宝
の
状
況
が
窺
え
る
貴
重
な
資
料（

（4
（

」
な
ど
と
の
指
摘
が
あ
る
。
新
宮

の
宝
物
調
査
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
同
時
代
の
記
録
は
、
管
見
の
限
り
二
点

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
熊
野
年
代
記
』
と
高
橋
本
の
本
奥
書
に
み
る
、
享
保

一
九
年
（
一
七
三
四
）
と
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
徳
川
吉
宗
の
命
に
よ
る
調

査（
（4
（

、
そ
し
て
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
六
一
）
が

新
宮
を
訪
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
文
晁
過
眼
録
』
の
記
録
で
あ
る（

（4
（

。
文
晁
の
調
査

は
、
松
平
定
信
（
一
七
五
九
～
一
八
二
九
）
の
『
集
古
十
種
』
に
か
か
わ
る
も
の

で
、
田
安
家
事
業
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
両
者
を
紐
づ
け

る
資
料
は
な
い
。
新
宮
で
の
調
査
内
容
は
不
明
で
、
本
図
の
制
作
ま
で
二
六
年

の
開
き
が
あ
る
点
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

宗
匡
が
同
時
期
に
諸
家
の
資
料
を
写
さ
せ
て
い
た
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
両

本
が
既
存
資
料
の
写
し
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
、
高
橋

本
と
の
関
係
を
想
定
し
た
い
が
、
こ
の
高
橋
本
と
の
関
係
性
も
不
明
で
あ
る
。

両
資
料
の
間
に
は
共
通
、
類
似
す
る
記
述
や
図
が
み
ら
れ
る
一
方
、
互
い
に
相

違
点
や
欠
失
も
認
め
ら
れ
、
現
段
階
で
転
写
関
係
に
つ
い
て
は
明
言
で
き
な
い（

（4
（

。

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
が
、
誰
の
調
査
成
果
で
あ
る
の
か
、
ま
た
高
橋
本
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と
の
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
断
定
で
き
ず
、
今
後
さ
ら
な
る

関
連
資
料
に
よ
る
検
討
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
図
や
注
記
な
ど
を
含
む
記
載
内
容
が
、
調
査
を
行
っ
た
際
の
神
宝

の
状
況
を
表
し
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
筆
者

は
、
特
に
「
闕
失
」
や
「
損
在
」
と
い
っ
た
注
記
は
、
調
査
時
の
記
録
で
は
な

く
、
制
作
に
あ
た
っ
て
引
用
し
た
神
宝
目
録
に
付
さ
れ
て
い
た
注
記
を
写
し
た

可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
例
え
ば
ベ
ル
リ
ン
本
の
「
小
韉
」【
Ｂ
―
16
】「
大

韉
」【
Ｂ
―
17
】
に
つ
い
て
は
「
損
在
」
の
朱
書
注
が
あ
る
が
、
直
後
に
「
見

ヘ
不
申
候
」
と
あ
り
、
現
物
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

事
前
に
「
損
在
」
と
あ
る
目
録
を
写
し
て
か
ら
調
査
を
し
、
実
情
を
追
記
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
ベ
ル
リ
ン
本
に
み
る
「
御
錦
蓋
」【
Ｂ
―
28
】
は

「
闕
失
」
と
注
記
さ
れ
つ
つ
も
「
慥
ニ
御
座
候
」
と
あ
り
、
実
際
に
は
存
在
し

て
い
た
と
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
注
記
と
実
情
と
の
齟
齬
に
よ
り
、
注
記
が
必

ず
し
も
す
べ
て
当
時
の
記
録
で
は
な
く
、
一
部
は
既
存
の
目
録
か
ら
の
転
写
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ

ル
リ
ン
本
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
以
前
の
あ
る
時
点
に
、
既
存
の
神
宝

目
録
を
基
礎
に
し
つ
つ
調
査
を
行
い
、
調
査
情
報
を
加
筆
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
る
。
両
本
に
見
る
神
宝
の
伝
世
状
況
に
つ
い
て
考
え
る
際
は
、
こ
の
よ
う
な

記
録
の
重
層
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

両
本
は
、
前
項
で
み
た
制
作
事
情
か
ら
も
、
江
戸
時
代
、
お
そ
ら
く
一
八
～

一
九
世
紀
の
一
時
点
に
お
け
る
神
宝
の
情
報
を
伝
え
る
も
の
と
ひ
と
ま
ず
評
価

さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
章
で
確
認
し
た
よ
う
な
留
意
点
は
あ
り
、
引
用
さ
れ
た

目
録
の
示
す
時
期
や
調
査
の
実
情
、
既
存
資
料
と
の
転
写
関
係
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
関
連
資
料
を
捜
索
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

小
結以

上
の
検
討
か
ら
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
は
、
当
初
一
具
の
資
料
で
、

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
田
安
家
お
抱
え
絵
師
で
あ
っ
た
河
島
雪
亭
と
雪
桃

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
明
治
期
に
田
安
家
か
ら
流
出
し
て
岩
瀬
文
庫
と
ベ
ル
リ

ン
国
立
図
書
館
の
所
蔵
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
本
は
、
江
戸
時
代
の
一

時
点
に
お
け
る
神
宝
の
情
報
を
伝
え
る
も
の
と
み
ら
れ
、
熊
野
十
二
所
権
現
と

阿
須
賀
宮
、
都
合
一
三
所
の
神
々
へ
奉
納
さ
れ
た
神
宝
三
〇
〇
件
余
り
に
関
す

る
情
報
が
収
録
さ
れ
る
。

筆
者
の
力
量
不
足
に
よ
り
、
両
本
の
制
作
過
程
、
す
な
わ
ち
実
地
調
査
の
成

果
か
既
存
資
料
か
ら
の
転
写
か
、
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
悔
や
ま
れ
る
。
ま
た
、
両
本
に
つ
い
て
は
、
注
記
と
本
文
と
の
時
期
的
な

齟
齬
な
ど
留
意
す
べ
き
点
も
あ
り
、
引
き
続
き
類
品
や
関
連
資
料
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
本
は
、
熊
野
速
玉
大
社
と
阿
須
賀
神
社
伝
来
の
古
神

宝
類
研
究
に
お
い
て
、
膨
大
な
情
報
量
を
含
む
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
高
橋
本
が
最
大
で
四
七
件
の
神
宝
の
記
録
を
掲
載
す
る

に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
と
比
べ
て
も
、
圧
倒
的
な
情
報
量
を
誇
る
資
料
と
い
え

る
の
で
あ
る
。三

両
本
に
み
る
神
宝
伝
世
の
一
様
相

神
宝
図
に
は
、
現
存
し
な
い
宝
物
の
情
報
を
と
ど
め
る
、
か
つ
て
の
宝
物
の
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状
況
を
示
す
な
ど
の
意
義
が
あ
る
。
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
を
通
覧
す
る

と
、
神
宝
の
保
存
状
況
、
現
存
し
な
い
あ
る
い
は
神
宝
目
録
に
記
載
さ
れ
な
い

神
宝
の
情
報
な
ど
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
情
報
を
多
く
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

本
章
で
は
、
両
本
が
新
宮
の
古
神
宝
研
究
に
提
供
し
う
る
新
し
い
視
点
に
つ

い
て
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介
す
る
。
紙
幅
の
制
約
上
す
べ
て
に
触
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
両
本
の
意
義
の
一
端
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

（
１
）
神
宝
の
伝
世
状
況

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
の
意
義
の
一
つ
は
、
項
目
ご
と
に
「
闕
失
」
や

「
損
在
」
と
い
っ
た
注
記
か
ら
、
奉
納
後
の
あ
る
時
点
に
お
け
る
神
宝
の
伝
世

状
況
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
注
記
は
調
査
時
と
は
異
な
る
時
期
の
残
存
状

況
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
両
本
ほ
ど
具
体
的
に
神
宝
の
伝
世
状
況
を
示

す
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
神
宝
の
伝
世
状
況
を
伝
え
う
る
も
の
と

し
て
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
当
時
神
宝
目
録
」
と
、
元
文
二

年
（
一
七
三
七
）
に
宇
治
田
忠
郷
の
写
し
た
「
新
宮
御
神
宝
目
録
」
が
紹
介
さ

れ
て
き
た（

（4
（

。
こ
れ
ら
の
目
録
と
岩
瀬
文
庫
本
・
ベ
ル
リ
ン
本
を
比
較
す
る
と
、

共
通
す
る
項
目
は
あ
る
も
の
の
、
両
目
録
に
は
「
闕
失
」
や
「
損
在
」
な
ど
の

情
報
は
み
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
前
章
で
挙
げ
た
ベ
ル
リ
ン
本
の
「
小
韉
」

【
Ｂ
―
16
】「
大
韉
」【
Ｂ
―
17
】
に
つ
い
て
、
両
目
録
に
は
損
傷
と
欠
失
の
記

録
が
な
い
ま
ま
立
項
さ
れ
、
伝
世
状
況
の
把
握
は
で
き
な
い
。

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
は
、「
闕
失
」
や
「
損
在
」
な
ど
の
注
記
に

よ
っ
て
、
前
近
代
に
お
け
る
一
時
点
の
伝
世
状
況
を
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い

た
目
録
よ
り
も
具
体
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
神
宝
の
保
存
状
態

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
に
は
、
神
宝
の
保
存
状
態
を
伝
え
る
注
記
や
図

が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
注
な
ど
に
は
、
現
存
す
る
古
神
宝
類
の
状
態
や
関
連

資
料
の
記
述
と
合
致
す
る
も
の
も
あ
り
、
奉
納
後
の
神
宝
の
保
存
状
態
を
知
る

た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
こ
で
は
例
と
し
て
「
冠
」
と
「
玉
佩
」
を
取
り

上
げ
、
そ
の
意
義
を
確
認
す
る
。

ま
ず
、「
冠
」
は
、「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
事
御
調
進
造
替
之

文
御
目
録
」
か
ら
速
玉
宮
と
阿
須
賀
宮
に
各
一
頭
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

両
社
伝
来
の
古
神
宝
類
の
う
ち
に
各
一
頭
、
計
二
頭
が
あ
る（

（4
（

。
岩
瀬
文
庫
本
と

ベ
ル
リ
ン
本
で
は
、
と
も
に
「
冠
」
に
「
損
在
」
の
注
を
付
し
、「
右
御
冠
損

シ
御
座
候
テ
圖
仕
難
申
上
御
座
候
」
と
い
っ
て
、
図
は
記
さ
れ
な
い
【
５
―
１
、

Ｂ
―
41
】。
こ
の
記
載
は
、
明
治
中
期
の
所
蔵
品
目
録
と
い
う
「
熊
野
新
宮
神

宝
録（

（5
（

」
に
お
い
て
、
阿
須
賀
宮
に
あ
る
「
冠
」
に
「
ボ
ロ
〳
〵
」
と
注
書
が
あ

る
こ
と
、
現
存
の
「
冠
」
二
頭
と
も
に
後
世
の
修
理
痕
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
一
致
し
て
お
り（

（5
（

、
近
世
の
一
時
点
に
お
け
る
保
存
状
態
の
記
録
と
し
て
妥

当
と
い
え
る
。

次
に
、「
玉
佩
」
は
、
明
徳
元
年
に
は
速
玉
宮
へ
二
旒
が
奉
納
さ
れ
、
熊
野

速
玉
大
社
古
神
宝
類
の
う
ち
に
二
旒
が
含
ま
れ
る（

（5
（

。
か
つ
て
沿
っ
て
い
た
箱
書
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に
よ
る
と
、
う
ち
白
色
と
桃
色
の
玉
は
明
治
期
の
後
補
で
あ
る
と
い
う
が（

（5
（

、
実

際
に
ベ
ル
リ
ン
本
の
図
【
Ｂ
―
44
、
巻
末
図
二
】
に
は
桃
色
の
玉
が
み
ら
れ
な

い
。
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
の
他
の
箇
所
で
は
桃
色
の
顔
料
が
使
わ
れ
て

い
る
た
め
、
桃
色
が
使
え
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
損
在
」
の
注
記
と
あ

わ
せ
れ
ば
、
修
理
前
の
状
態
を
記
録
し
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
二
例
の
よ
う
に
、
両
本
の
記
録
に
は
、
現
存
の
古
神
宝
類
の
修
理
歴

や
他
資
料
の
記
録
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。
両
本
は
、
神
宝

の
保
存
状
態
を
具
体
的
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
重
要
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
神
宝
の
移
動

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
に
は
、
社
殿
間
で
神
宝
が
移
動
し
た
こ
と
を
具

体
的
に
示
す
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
顕
著
で
あ
る
の
が
、
一
三
合
の
蒔

絵
手
箱
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
両
本
に
記
さ
れ
る
手
箱
の
意
匠
は
、

「
熊
野
山
新
宮
神
宝
目
録
」「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束
之
事
御
調
進

造
替
之
文
御
目
録
」
や
、
現
存
す
る
古
神
宝
類
と
一
致
す
る
一
方
で
、
ほ
と
ん

ど
が
目
録
に
記
さ
れ
た
奉
納
先
と
は
異
な
る
社
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
（
前
掲

表
二
）。
本
資
料
に
よ
っ
て
、
前
近
代
に
お
い
て
手
箱
の
移
動
が
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
新
宮
本
社
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
宮
と
阿
須
賀
社
と
の
間
に
お
け

る
神
宝
の
移
動
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
目
録
に
よ
る
と
阿
須
賀

宮
へ
は
「
松
椿
」
文
様
の
手
箱
が
奉
納
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
岩
瀬
文
庫
本
に
よ

れ
ば
、
阿
須
賀
宮
に
は
「
籬
菊
」
文
様
の
手
箱
が
あ
り
【
５
―
18
】、「
松
椿
」

文
様
の
手
箱
は
勧
請
宮
へ
移
動
し
て
い
る
【
３
―
５
―
１
】。
こ
の
よ
う
な
本

社
摂
社
間
の
宝
物
の
移
動
は
、
両
社
間
の
関
係
を
窺
う
上
で
も
興
味
深
い
。
新

宮
と
阿
須
賀
社
間
に
お
け
る
神
宝
の
混
乱
は
、
現
存
す
る
古
神
宝
類
の
う
ち
に

い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の

火
災
後
、
阿
須
賀
神
社
伝
来
の
古
神
宝
類
が
一
時
期
熊
野
速
玉
大
社
へ
預
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
両
本
の
記
録
は
、
現
状

指
摘
さ
れ
て
い
る
事
例
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
混
乱

の
記
録
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

（
４
）
現
存
し
て
い
な
い
神
宝

神
宝
図
に
限
ら
ず
、
寺
社
宝
物
図
の
意
義
の
一
つ
と
し
て
、
現
存
し
な
い
宝

物
の
情
報
を
と
ど
め
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ

ン
本
に
も
、
そ
の
よ
う
に
現
存
し
な
い
神
宝
の
情
報
を
伝
え
て
い
る
事
例
が
散

見
さ
れ
る
。

そ
の
一
例
が
、
ベ
ル
リ
ン
本
に
描
か
れ
る
「
御
錦
蓋
」【
Ｂ
―
28
、
挿
図

五
】
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
宝
目
録
の
う
ち
「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装

束
之
事
御
調
進
造
替
之
文
御
目
録
」
に
「
御
錦
蓋
一
柄

長
柄
黒
漆
塗
朱
ノ
差

分
金
銀
蒔
絵
文
桐
在
金
銅
金
物

張
赤
地
錦
唐
草
文
色
々

金
銅
ノ
鈴

唐
綾

ノ
水
引

金
糸
ノ
総
唐
組
緋
緒
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る
が
、
実
物
は
現
存
せ
ず
、

他
に
具
体
的
な
姿
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
も
な
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
本
の
図

は
、
そ
の
外
観
を
知
る
う
え
で
、
管
見
の
限
り
唯
一
の
資
料
と
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
御
錦
蓋
」
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
本
を
み
る
と
「
殊
外
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損
申
上
候
故
當
時
御
祭
礼
ニ
ハ
出
不
申
候
尤
御
地
唐
織
上
代
ノ
渡
リ
物
ト
奉
存

候
…
」
と
、
損
傷
が
甚
だ
し
か
っ
た
た
め
、「
外
ニ
御
蓋
一
柄
御
座
候
是
ハ
御

目
録
之
外
ニ
御
座
候
ニ
付
末
ヘ
書
出
シ
申
候
」
と
、
代
わ
り
の
「
御
蓋
」【
Ｂ

―
111
】
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
二
つ
の
図
は
、
神
宝
の
み
な
ら
ず

挿図五　�「御錦蓋」（ベルリン国立図書館所蔵「中御前速霊宮」のうち）

往
時
の
祭
礼
の
様
子
を
も
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

両
本
に
み
る
、
現
存
し
な
い
神
宝
に
つ
い
て
の
図
は
、
従
来
の
資
料
で
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
神
宝
の
具
体
像
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
新
宮
の
神
宝
の
全
体

像
を
考
え
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
貴
重
と
い
え
る
。

（
５
）
目
録
外
の
神
宝

岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
は
、
既
存
の
神
宝
目
録
に
記
載
さ
れ
な
い
「
目

録
之
外
」
の
神
宝
を
数
多
く
収
録
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
そ
の
中
に
は

現
存
す
る
古
神
宝
類
に
該
当
す
る
も
の
も
含
ま
れ
、
管
見
の
限
り
文
献
上
の
初

出
資
料
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
両
本
に
お
い
て
初
出
と
な

る
「
目
録
之
外
」
の
神
宝
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
「
衾
」
と
、
舶
載
の
織
物
を

使
っ
た
神
宝
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

ま
ず
、
熊
野
速
玉
大
社
と
阿
須
賀
神
社
に
伝
来
す
る
「
衾
」
に
つ
い
て
確
認

す
る
。「
衾
」
は
、
二
～
四
幅
の
染
織
品
で
、
熊
野
速
玉
大
社
古
神
宝
類
の
う

ち
に
「
衾

朽
葉
地
人
物
花
唐
草
文
繻
珍
」
一
帖
、「
衾

白
地
小
葵
文
固

綾
」
一
帖
、「
衾

黄
地
浮
線
綾
丸
文
唐
織
物
」
六
帖
（
裏
地
三
種
）
が
、
阿
須

賀
神
社
伝
来
古
神
宝
類
の
う
ち
に
「
衾

白
地
小
葵
文
浮
線
綾
丸
文
二
重
織
」

一
帖
、「
衾

黄
地
浮
線
綾
丸
文
唐
織
物
」
一
帖
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
現
存

の
「
衾
」
に
該
当
す
る
記
述
は
神
宝
目
録
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
特
に
「
衾
黄

地
浮
線
綾
丸
文
唐
織
物
」
に
つ
い
て
、
本
来
「
茵
」
で
あ
っ
た
可
能
性
な
ど
が

指
摘
さ
れ
る（

（5
（

。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
裏
付
け
は
十
分
と
は
言
い
が
た
く
、
奉

納
当
時
の
認
識
や
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
あ
る
。

【図版はインターネット非公開】
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挿図七　「国宝　古神宝類のうち衾　
黄地浮線綾丸文唐織物」（熊野速玉大社蔵）
裏地部分 

挿図六　「国宝 古神宝類のうち 
地浮線綾丸文唐織物」（熊野速玉大社蔵）表地

挿図九　「国宝 古神宝類のうち 
衵 蘇芳地小花文銀襴」（熊野速玉大社蔵）

挿図八　「国宝 古神宝類のうち 
唐衣 蘇芳地唐草文銀襴」（熊野速玉大社蔵）

挿図一〇　「国宝 古神宝類のうち 
衾 朽葉地唐草人物文繻珍」（熊野速玉大社蔵）

【図版はインターネット非公開】

【図版はインターネット非公開】

【図版はインターネット非公開】 【図版はインターネット非公開】

【図版はインターネット非公開】
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岩
瀬
文
庫
本
第
二
巻
の
「
目
録
之
外
」
項
に
記
載
さ
れ
る
「
御
二
幅
ノ
物（

（5
（

」

【
２
―
39
、
巻
末
図
三
】
は
、
大
き
さ
、
表
地
裏
地
の
文
様
な
ど
が
、「
衾
黄

地
浮
線
綾
丸
文
唐
織
物
」
の
う
ち
裏
地
が
薄
紅
地
松
喰
鶴
丸
文
の
も
の
【
挿
図

六
、
七
】
と
一
致
す
る
。
記
録
当
時
、「
衾
黄
地
浮
線
綾
丸
文
唐
織
物
」
は

「
御
二
幅
ノ
物
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
に
は
、「
茵
」
の
情
報
が
な
く
、
両

本
を
み
る
の
み
で
は
、「
茵
」
の
記
述
や
画
像
と
の
比
較
は
で
き
な
い
。
す
な

わ
ち
、「
御
二
幅
ノ
物
」
が
も
と
も
と
「
茵
」
や
「
衾
」
で
あ
っ
た
の
か
、
も

と
よ
り
「
御
二
幅
ノ
物
」
で
あ
り
両
者
と
別
物
で
あ
っ
た
の
か
ま
で
は
判
断
で

き
ず
、「
茵
」
と
す
る
説
の
検
証
に
は
至
ら
な
い
。
一
方
、
ベ
ル
リ
ン
本
に
は
、

「
御
二
幅
ノ
物
」
と
類
似
し
た
装
飾
の
「
織
物
一
幅
ノ
物
」【
Ｂ
―
112
】
や
、

阿
須
賀
神
社
伝
来
古
神
宝
類
の
う
ち
「
衾

白
小
葵
地
臥
蝶
丸
文
二
重
織
」

（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
と
似
た
四
幅
の
「
御
入
帷
」【
Ｂ
―
39
】
が
認
め
ら
れ
、

現
存
す
る
「
衾
」
の
か
つ
て
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
や
や
幅
を
も
っ
て
想
定
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
よ
り
解
釈
の
幅
を
広
げ
て
し
ま
う
よ
う
だ
が
、

本
図
巻
の
記
録
は
、
こ
れ
ま
で
前
近
代
の
情
報
の
な
か
っ
た
「
衾
」
の
認
識
に

つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
一
時
点
に
お
け
る
認
識
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

も
う
一
点
重
要
で
あ
る
の
は
、
舶
載
の
裂
を
使
っ
た
と
み
ら
れ
る
神
宝
に
関

す
る
記
録
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
存
す
る
古
神
宝
類
の
う
ち
、「
唐
衣

蘇
芳
地
唐
草
文
銀
欄（

（5
（

」【
挿
図
八
】、「
衵

蘇
芳
地
小
花
文
銀
襴（

（5
（

」【
挿
図
九
】、

「
衾

朽
葉
地
唐
草
人
物
文
繻
珍（

（5
（

」【
挿
図
一
〇
】（
い
ず
れ
も
熊
野
速
玉
大
社

蔵
）
は
、
い
ず
れ
も
銀
襴
や
繻
珍
と
い
っ
た
舶
載
の
織
物
を
用
い
た
と
み
ら
れ

る
神
宝
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
「
衾
」
と
同
様
、
目
録
に
記
述
が
な
く
、
し
ば
し

ば
追
加
の
調
進
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
き
た（

（6
（

。
岩
瀬
文
庫
本
の
第

三
巻
、
米
持
宮
項
に
は
、「
御
唐
衣
」【
３
―
７
―
６
、
巻
末
図
四
】、「
御
薄

衣
」【
３
―
７
―
５
、
巻
末
図
五
】、「
御
二
幅
ノ
物
」【
３
―
７
―
７
、
巻
末
図

六
】
が
連
続
し
て
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
現
存
の
古
神
宝
類
と
表
地

の
み
な
ら
ず
裏
地
の
文
様
ま
で
も
一
致
し
、
管
見
の
限
り
こ
れ
ら
古
神
宝
類
の

文
献
上
の
初
出
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
大
き
く
文
様
を
記
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
記
録
者
が
特
に
興
味
を
抱
い
て
こ
れ
ら
の
神
宝
に
臨
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
熊
野
十
二
所
権
現
の
最
後
に
あ
た
る
米
持
宮
項
の

最
後
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
示
唆
的
で
、
今
後
追
加
調
進
な
ど
の
問
題

を
考
え
る
う
え
で
手
が
か
り
と
な
り
う
る
記
録
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
二
例
の
よ
う
に
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
は
、
前
近
代
の
目
録

に
記
載
さ
れ
な
い
神
宝
を
も
網
羅
的
に
収
録
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
神
宝
の
情
報
を
多
く
伝
え
て
い
る
。
両
本
は
、
従
来
手
が
か
り
の
乏

し
か
っ
た
神
宝
の
解
釈
や
伝
世
過
程
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
資
料
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

小
結本

章
で
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
が
、
熊
野
速
玉
大
社
と
阿
須
賀
神

社
伝
来
の
古
神
宝
類
の
研
究
に
お
い
て
、
提
供
し
う
る
情
報
に
つ
い
て
概
観
し

た
。
紙
幅
の
都
合
上
す
べ
て
に
触
れ
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
が
、
こ
こ
に
挙
げ

た
事
例
を
見
る
と
、
両
本
は
、
新
宮
の
神
宝
に
関
す
る
情
報
を
具
体
的
に
示
し

て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
一
定
の
信
を
お
け
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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両
本
は
、
目
録
の
記
載
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
神
宝
の
実
態
を
補
い
、
熊
野

速
玉
大
社
と
阿
須
賀
神
社
の
古
神
宝
研
究
に
新
た
な
視
点
を
与
え
る
、
重
要
な

資
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と
ベ
ル
リ
ン
本
の
内
容
や
背
景
に
つ
い
て

整
理
し
、
そ
の
資
料
的
意
義
を
示
し
た
。
両
本
は
、
制
作
経
緯
な
ど
に
不
明
な
点

が
残
る
も
の
の
、
江
戸
時
代
の
一
時
点
に
お
け
る
神
宝
の
実
態
を
、
図
と
注
記

な
ど
に
よ
っ
て
具
体
的
に
示
し
て
お
り
、
神
宝
目
録
の
示
し
え
な
い
領
域
を
補

完
し
う
る
資
料
と
い
え
る
。
両
本
は
、
今
後
新
宮
の
神
宝
研
究
の
み
な
ら
ず
、
服

飾
史
や
工
芸
史
、
大
名
家
の
い
わ
ゆ
る
好
古
趣
味
の
研
究
、
近
世
に
お
け
る
寺

社
宝
物
受
容
の
研
究
な
ど
、
多
方
面
に
活
用
さ
れ
う
る
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

田
安
家
関
係
の
岩
瀬
文
庫
本
及
び
ベ
ル
リ
ン
本
の
存
在
、
そ
し
て
多
く
の
写

本
が
作
ら
れ
た
高
橋
本
を
含
め
る
と
、
新
宮
の
神
宝
を
描
い
た
図
は
、
江
戸
時

代
中
後
期
の
段
階
に
お
い
て
あ
る
程
度
注
目
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は

あ
く
ま
で
そ
の
一
端
を
提
示
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今
後
、
本
資
料
を
含
む

関
連
資
料
の
総
合
的
な
把
握
を
通
じ
て
、
新
宮
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
の
宝
物

そ
の
も
の
の
さ
ら
な
る
研
究
と
と
も
に
、
宝
物
図
が
近
世
の
文
化
や
学
問
に
お

い
て
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。
両
本
の
活
用
に

よ
る
研
究
の
進
展
を
願
っ
て
、
筆
を
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

［
図
版
出
典
］

口
絵
一
、
三
～
六
、
挿
図
一
～
四

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
よ
り
提
供

口
絵
二
、
挿
図
五

�D
igital Collection of Staatsbibliothek zu Berlin W

orkview

（https://

digital.staatsbibliothek-berlin.de/w
erkansicht?PPN

=PPN
3346229602&

PH

Y
SID

=PH
Y

S_0038&
D

M
D

ID
=D

M
D

LO
G_0012

）
よ
り

挿
図
六
、
七

和
歌
山
県
立
博
物
館
『
熊
野
速
玉
大
社
の
名
宝
―
新
宮
の
歴
史
と
と
も
に
―
』

（
二
〇
〇
五
）
よ
り
転
載

挿
図
八
、
九
、一
〇

京
都
国
立
博
物
館
よ
り
提
供

［
付
記
］

本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
下
記
の
機
関
・
個
人
か
ら
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
大
学
人
文
学
研
究
科
日
本
・
東
洋
美
術
史
研
究
室

京
都
国
立
博
物
館

熊
野
速
玉
大
社

西
尾
市
岩
瀬
文
庫

西
尾
市
教
育
委
員
会

和
歌
山
県
立
博
物
館

Staatsbibliothek zu Berlin
青
木
眞
美

上
野
顯

門
脇
む
つ
み

齋
藤
風
伯

島
田
和

濵
中
孝
成

藤
岡
穣
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註（
1
）	

阿
須
賀
神
社
伝
来
の
古
神
宝
類
は
戦
後
国
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
現
在
は
京
都
国

立
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）	
「
神
宝
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
関
根
俊
一
編
『
日
本
の
美
術
五
一
一

古
神

宝
』
至
文
堂

二
〇
〇
八
年
な
ど
に
詳
し
い
。
管
の
限
り
、
前
近
代
に
お
い
て
熊

野
速
玉
大
社
お
よ
び
阿
須
賀
神
社
の
「
神
宝
」
が
「
古
神
宝
」
で
あ
っ
た
と
捉
え

ら
れ
る
記
録
は
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
前
近
代
に
お
け
る
神
宝
に
つ
い

て
「
神
宝
」、
近
代
以
降
ま
で
残
っ
た
神
宝
に
つ
い
て
「
古
神
宝
（
類
）」
と
呼
ん

で
区
別
す
る
。
ま
た
、
同
様
の
事
情
か
ら
、
熊
野
速
玉
大
社
を
前
近
代
に
つ
い
て

述
べ
る
際
は
「
新
宮
」、
阿
須
賀
神
社
を
「
阿
須
賀
社
」
と
呼
ぶ
。

（
3
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
『
熊
野
速
玉
大
社
の
名
宝
―
新
宮
の
歴
史
と
と
も
に
―
』

二
〇
〇
五
年
、
図
版
番
号
三
〇
。

（
4
）	

『
紀
伊
続
風
土
記
』
所
載
の
「
当
時
神
宝
目
録
」、
明
徳
元
年
以
前
の
神
宝
奉
納

の
記
録
と
さ
れ
る
「
熊
野
山
新
宮
神
宝
録
」、
紀
伊
藩
士
宇
治
田
忠
郷
（
一
六
九

一
～
一
七
四
四
）
が
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
調
査
時
に
写
し
た
「
新
宮
御
神

宝
目
録
」（
内
閣
文
庫
ほ
か
蔵
）、
近
代
の
目
録
と
さ
れ
る
「
熊
野
新
宮
神
宝
録
」、

年
代
不
明
の
「
御
宝
物
幷
古
書
類
控
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
翻
刻
は
、

滝
川
政
次
郎
、
村
田
正
志
、
佐
藤
虎
雄
編
著
『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』

清
文
堂
出
版

一
九
七
一
年
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）	

「
金
銀
装
鳥
頸
太
刀
」（
熊
野
速
玉
大
社
蔵
）
の
刀
身
（
現
在
は
所
在
不
明
）
の

古
写
真
（
上
野
元
編
『
梛
の
老
樹
』
熊
野
権
現
速
玉
大
社

一
九
五
四
年
、
一
一

三
頁
の
前
頁
）
か
ら
、
茎
に
「
康
応
二
年
（
一
三
九
〇
）
三
月
日
」
の
年
紀
銘
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
が
「
熊
野
山
新
宮
神
宝
目
録
」
に
み
る
「
明
徳
元

年
（
一
三
九
〇
）
十
一
月
日
」
の
年
紀
と
一
致
す
る
こ
と
が
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

（
6
）	

「
熊
野
山
新
宮
惣
神
官
等
重
訴
状
案
」（
熊
野
速
玉
大
社
蔵
）。
和
歌
山
県
立
博

物
館
二
〇
〇
五
、
展
示
番
号
六
。

（
7
）	

東
京
美
術
学
校
工
芸
美
術
会
一
九
二
一
。

（
8
）	

鈴
木
敬
三
「
熊
野
速
玉
大
社
の
古
神
宝
」『
國
學
院
雑
誌
』
六
五
―
一
〇
・
一

一

一
九
六
四
年

四
九
～
七
二
頁
。

（
9
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
。

（
10
）	

関
根
俊
一
二
〇
〇
八
、
清
水
健
「
神
宝
よ
り
見
え
る
、
見
え
な
い
日
本
の
神
々

の
姿
」
外
村
中
・
稲
本
泰
生
編
『「
見
え
る
」
も
の
や
「
見
え
な
い
」
も
の
を
あ

ら
わ
す

東
ア
ジ
ア
の
思
想
・
文
物
・
藝
術
』
勉
誠
社

二
〇
二
四
年
な
ど
。

（
11
）	

栗
原
澄
子
『
被
服
史
か
ら
み
た
御
神
宝
装
束
の
基
礎
的
研
究
』
ブ
レ
ー
ン
出
版

二
〇
〇
一
年
、
山
川
暁
「
衵

蘇
芳
唐
草
文
銀
欄
」『
國
華
』
一
三
七
五

二
〇

一
〇
年

三
一
～
三
四
頁
、
久
保
智
康
「
鏡
と
鏡
箱
の
関
係
を
さ
ぐ
る
」
河
上
繁

樹
編
『
週
刊
朝
日
百
科

日
本
の
国
宝

三
九

熊
野
速
玉
大
社
／
長
保
寺
／
道

成
寺
』
朝
日
新
聞
社

一
九
九
七
年
、
蒔
絵
研
究
会
編
『
手
箱
』
駸
々
堂
出
版

一
九
九
九
年
な
ど
。

（
12
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
。

（
13
）	

安
永
拓
世
「
概
説

熊
野
速
玉
大
社
の
名
宝
―
古
神
宝
類
を
中
心
に
―
」
和
歌

山
県
立
博
物
館
編
『
熊
野
速
玉
大
社
の
名
宝
―
新
宮
の
歴
史
と
と
も
に
―
』
二
〇

〇
五
年

四
～
八
頁
な
ど
。

（
14
）	

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）、
江
戸
幕
府
の
命
を
受
け
た
紀
伊
藩
が
、
藩
学
者
の

仁
井
田
好
古
（
一
七
七
〇
～
一
八
四
八
）
ら
に
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た
地
誌
。
天
保

一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
完
成
。

（
15
）	

滝
川
政
次
郎
ほ
か
一
九
七
一
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
、
解
題
に
て
当
時
の
神
宝
の

残
存
状
況
を
示
し
た
も
の
か
と
い
わ
れ
る
（
同
二
一
一
頁
）。

（
16
）	

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
概
要
や
解
説
等
が
記
載
さ
れ

て
い
る
（https://adeac.jp/iw

asebunko/catalog/m
p02057300

、
最
終
閲

覧
日
二
〇
二
五
年
九
月
二
九
日
）。

（
17
）	

ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
資
料
画
像
を
閲
覧
し

た
（https://digital.staatsbibliothek-berlin.de/w

erkansicht/ 
?PPN

=PPN
3346229602

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
五
年
九
月
二
九
日
）。

（
18
）	

紀
伊
藩
士
で
有
職
家
の
宇
治
田
忠
郷
の
調
査
成
果
を
、
京
の
有
職
家
高
橋
宗
直

が
写
し
て
成
立
し
た
。
な
お
、
管
見
の
限
り
最
も
原
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
和
歌

山
県
立
博
物
館
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
熊
野
新
宮
神
宝
図
」
に
つ
い
て

―
成
立
過
程
と
写
本
の
展
開
に
関
す
る
検
討
―
」
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
和
歌

山
県
立
博
物
館 

研
究
紀
要
』
三
一

二
〇
二
五
年

一
七
～
三
四
頁
に
、
全
巻

画
像
と
翻
刻
を
掲
載
し
た
。
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（
19
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
、
図
版
番
号
七
九
。

（
20
）	

関
保
之
助
「
解
題

熊
野
新
宮
神
宝
図
」『
考
古
』
第
一
編
第
四
号

考
古
學

會

一
九
〇
〇

五
二
～
五
三
頁
、
安
永
拓
世
「
コ
ラ
ム

新
収
蔵
品
展
（
１
）

今
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
―
熊
野
新
宮
神
宝
図
巻
―
」
和
歌
山
県
立
博
物

館「
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
〇
日
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド（http://

kenpakunew
s.blog120.fc2.com

/blog-entry-83.htm
l

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二

五
年
九
月
二
九
日
）、
高
津
綾
乃
「
熊
野
新
宮
神
宝
図
に
つ
い
て
」
奈
良
大
学
大

学
院
編
『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
二
〇
一
三
年

五
七
～
六
九
頁
な
ど
。

（
21
）	

原
田
直
輝
二
〇
二
五
。

（
22
）	

前
掲
注
16
。

（
23
）	

熱
田
神
宮
宝
物
館
『
熊
野
三
山
と
紀
伊
半
島
の
神
話
』
二
〇
二
四
年

作
品
番

号
五
二
。

（
24
）	

前
掲
注
16
。

（
25
）	

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）、
紀
伊
藩
の
有
職
家
宇
治
田
忠
郷
ら
に
よ
っ
て
写
さ

れ
た
目
録
。
滝
川
政
次
郎
ほ
か
一
九
七
一
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
内
閣
文

庫
所
蔵
の
写
本
も
同
一
内
容
で
、
画
像
を
同
文
庫
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
確
認
で
き

る
（https://w

w
w

.digital.archives.go.jp/file/1235088.htm
l

、
最
終
閲
覧

日
二
〇
二
五
年
九
月
二
九
日
）。

（
26
）	

高
橋
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
現
状
引
用
元
の
目
録
は
不
明
で
あ
る
。

（
27
）	

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
鏡
の
図
に
つ
い
て
は
、「
本
紙
を
鏡
背
面
に
押
し
当
て

た
形
跡
は
な
く
、
鏡
背
図
の
中
央
に
針
の
孔
痕
が
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
コ
ン

パ
ス
状
の
道
具
を
用
い
て
円
を
描
い
た
の
ち
に
忠
実
に
文
様
を
描
き
と
っ
た
と
思

わ
れ
る
」（
熱
田
神
宮
宝
物
館
二
〇
二
四
）
と
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
実
物
の
法
量

を
と
っ
て
写
し
取
っ
た
の
か
、「
押
冩
」
し
た
図
か
ら
写
し
取
っ
た
の
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

（
28
）	

例
外
と
し
て
、
手
箱
関
連
の
品
々
と
「
御
衣
箱
」
が
挙
が
る
。
前
者
は
、
各
宮

（
手
箱
）
間
で
行
き
か
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
現
在
で
も
同
様
の
混
乱
が
認
め
ら

れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
両
社
に
「
松
喰
鶴
蒔
絵
御
衣
箱
」
都
合
五
合
（
熊
野

速
玉
大
社
古
神
宝
類
の
う
ち
に
四
合
、
阿
須
賀
神
社
伝
来
の
古
神
宝
類
の
う
ち
に

一
合
）
が
伝
来
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
闕
失
」
と
な
っ
て
い
る
。
伝
来
す
る

「
御
衣
箱
」
に
は
目
録
の
記
述
と
齟
齬
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
古
神
宝
類
の

性
格
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
）。

（
29
）	

現
存
す
る
古
神
宝
類
の
一
部
に
は
、
近
代
に
お
け
る
文
化
財
整
理
の
中
で
付
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
イ
ロ
ハ
の
号
数
を
記
し
た
紙
札
等
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

展
示
等
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。

（
30
）	

熊
野
速
玉
大
社
古
神
宝
類
の
う
ち
「
桐
蒔
絵
手
箱
」「
桐
蒔
絵
手
箱
」「
桐
唐
草

蒔
絵
手
箱
」「
籬
菊
蒔
絵
手
箱
」「
牡
丹
蒔
絵
手
箱
」「
橘
蒔
絵
手
箱
」「
菊
唐
草
蒔

絵
手
箱
」「
唐
花
唐
草
蒔
絵
手
箱
」「
唐
花
唐
草
蒔
絵
手
箱
」「
梛
蒔
絵
手
箱
」「
松

楓
蒔
絵
手
箱
」（
以
上
熊
野
速
玉
大
社
蔵
）、
阿
須
賀
神
社
伝
来
古
神
宝
類
の
う
ち

「
松
椿
蒔
絵
手
箱
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）、「
橘
蒔
絵
手
箱
」（
個
人
蔵
）。

（
31
）	

ベ
ル
リ
ン
本
と
の
比
較
で
は
、
巻
頭
の
速
玉
宮
該
当
部
分
を
欠
く
「
熊
野
山
新

宮
神
宝
目
録
」
は
参
考
に
で
き
な
い
た
め
、「
熊
野
山
新
宮
御
神
宝
内
外
御
装
束

之
事
御
調
進
造
替
之
文
御
目
録
」
に
拠
る
必
要
が
あ
る
。

（
32
）	

前
掲
注
16
。

（
33
）	

「
武
鑑
全
集
」（https://codh.rois.ac.jp/bukan/

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
五

年
九
月
二
九
日
）
を
参
照
し
た
。

（
34
）	

岩
本
佐
七
編
『
燕
石
十
種
』
二

国
書
刊
行
会

一
九
〇
七
所
載
の
翻
刻
を
参

照
し
た
。

（
35
）	

杉
本
欣
久
「
江
戸
中
期
の
漢
詩
文
に
み
る
画
人
関
係
資
料
―
事
項
一
覧
編
―
」

黒
川
古
文
化
研
究
所
編
『
古
文
化
研
究
』
九

二
〇
一
〇
年
。

（
36
）	

鈴
木
淳
「
田
藩
文
庫
考
」
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
』

青
裳
堂
書
店

二
〇
〇
六
年
。

（
37
）	

松
方
冬
子
「
田
安
徳
川
家
蔵
書
の
伝
来
に
つ
い
て
」
国
文
学
研
究
資
料
館
編

『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
』
青
裳
堂
書
店

二
〇
〇
六
年
。

（
38
）	

『
図
書
原
帳
』
の
存
在
な
ら
び
に
岩
瀬
文
庫
本
関
連
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
西

尾
市
文
化
財
保
護
課
青
木
眞
美
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
39
）	
ル
ン
プ
は
、
ド
イ
ツ
の
日
本
学
者
、
浮
世
絵
研
究
家
。
ル
ン
プ
の
旧
蔵
書
の
一

部
は
、一
九
八
〇
年
に
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
に
ま
と
ま
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
（「
ベ

ル
リ
ン
国
立
図
書
館
蔵
日
本
の
巻
子
本
」（https://them

en.crossasia.org/
japanische-querrollen/?lang=ja

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
五
年
九
月
二
九
日
）。
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（
40
）	

松
方
冬
子
二
〇
〇
六
。

（
41
）	

東
京
国
立
博
物
館
本
に
つ
い
て
は
長
崎
巌
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
『
献
英
楼

画
叢
』
に
つ
い
て
」
東
京
国
立
博
物
館
『M

U
SEU

M

』
五
五
七

一
九
九
八
年

三
五
～
五
九
頁
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
氏
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
西
野
春
雄
「
コ
レ
ー

ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
寄
託
『
献
英
楼
画
叢
』
稿
」
法
政
大
学
区
国
際
日
本
学
研

究
セ
ン
タ
ー
『
国
際
日
本
学
』
三

二
〇
〇
四
年

九
三
～
一
〇
一
頁
、
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
本
に
つ
い
て
は
長
崎
巌
「
新
発
見
資
料
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
『
獻

英
樓
畫
叢
』
に
関
す
る
調
査
報
告
」
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
『
能
楽
研
究

能
楽

研
究
書
紀
要
』
三
〇

二
〇
〇
六
年

一
～
三
八
頁
に
詳
し
い
。

（
42
）	

長
崎
巌
一
九
九
八
。
東
京
国
立
博
物
館
本
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
購

入
品
で
あ
る
。
ま
た
、
同
氏
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー

ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ウ
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
六
）
の
旧
蔵
資
料
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
長
崎
巌
二
〇
〇
六
）。

（
43
）	

前
掲
注
16
。

（
44
）	

熱
田
神
宮
宝
物
館
二
〇
二
四
。

（
45
）	

享
保
一
九
年
に
「
九
月
、
神
宮
神
宝
御
改
役
人
来
」、
元
文
二
年
に
「
五
月

江
戸
茶
屋
ノ
宗
味
ニ
被
仰
付
三
山
御
神
宝
書
写

若
山
宇
治
田
平
左
衛
門

京
都

絵
師
五
月
新
宮
ニ
来
ル

経
所
ニ
テ
書

御
剱
二
振
モ
出
ス
也
」
と
あ
る
（
熊
野

三
山
協
議
会
編
『
熊
野
年
代
記
』
一
九
八
九
年
）。

（
46
）	

「
文
晁
過
眼
録
（
十
）
寛
政
八
年
丙
辰
西
遊
展
観
目
録
」『
集
古
会
誌
』
二

集

古
会
一
九
一
四

七
～
九
頁
。「
新
宮
」
項
は
空
欄
と
な
っ
て
お
り
内
容
に
つ
い

て
は
不
明
。

（
47
）	

高
橋
本
は
、
宇
治
田
忠
郷
が
幕
府
へ
提
出
し
た
調
査
記
録
の
一
部
で
あ
る
。
と

す
る
と
、
河
島
雪
亭
ら
が
高
橋
本
の
母
体
と
な
っ
た
図
巻
を
写
し
た
可
能
性
も
あ

る
が
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
図
巻
は
現
状
確
認
で
き
ず
、
比
較
が
で
き
な
い
。

（
48
）	

前
者
に
つ
い
て
は
「
本
書
の
作
成
さ
れ
た
当
時
、
天
保
年
時
に
於
け
る
熊
野
山

新
宮
目
録
で
あ
り
、
そ
の
頃
の
同
神
宝
の
状
況
を
知
る
上
に
重
要
と
考
え
ら
れ

る
」、
後
者
は
「
元
文
年
間
に
お
け
る
新
宮
所
蔵
の
御
神
宝
の
現
状
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
」
と
評
さ
れ
る
（
滝
川
政
次
郎
ほ
か
一
九
七
一
、
各
資
料
の
解
題
）。

（
49
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
、
作
品
番
号
三
八
（
熊
野
速
玉
大
社
伝
来
）、

作
品
番
号
一
〇
九
（
阿
須
賀
神
社
伝
来
）。

（
50
）	

滝
川
政
次
郎
ほ
か
一
九
七
一
。

（
51
）	

京
都
国
立
博
物
館
編
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
国
宝
阿
須
賀
神
社
伝
来
古
神
宝
』

一
九
七
二
年
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
。

（
52
）	

浅
野
長
武
ほ
か
編
『
秘
宝
』
九

講
談
社

一
九
六
八
年
、
作
品
番
号
一
五
一
。

図
版
に
よ
り
、
二
旒
と
も
に
桃
色
と
白
色
の
玉
の
連
な
り
が
確
認
で
き
る
。

（
53
）	

箱
書
に
「
玉
佩
弐
旒
（
明
治
）
卅
一
年
夏
、
修
補
其
欠
損
、
以
淡
紅
及
白
色
丸

玉
補
足
断
之
所
、
拠
古
図
整
綴
之
、
敢
不
加
私
案
也
」
と
あ
っ
た
と
い
う
（
浅
野

長
武
ほ
か
一
九
六
八
）。

（
54
）	

「
錦
包
挿
鞋
」
に
つ
い
て
、
両
社
古
神
宝
類
の
間
で
入
れ
違
い
が
起
こ
っ
て
い

る
と
の
指
摘
が
あ
る
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
、
作
品
番
号
六
六
）。

（
55
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
、
作
品
番
号
五
九
。

（
56
）	

表
地
に
緑
、
黄
、
薄
紅
の
三
色
の
色
糸
を
用
い
て
浮
線
綾
文
を
織
り
出
し
、
裏

地
は
薄
紅
地
鶴
丸
文
、
大
き
さ
は
縦
七
尺
二
寸
二
分
（
約
二
一
八
・
八
㎝
）、
横

計
二
尺
七
寸
（
約
八
一
・
八
㎝
）。

（
57
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
、
作
品
番
号
五
八
。

（
58
）	

本
品
に
つ
い
て
は
、
山
川
暁
二
〇
一
〇
に
詳
し
い
。

（
59
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
、
作
品
番
号
五
九
。

（
60
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
〇
五
、
山
川
暁
二
〇
一
〇
な
ど
。
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番号 注記 項目名 相当しうる現存の古神宝類
2-27 梨地蒔繪櫛 廿九枚 「蒔絵櫛（手箱内容品）」【速・阿】
2-28 銀櫛拂 一箇 「銀櫛払（手箱内容品）」【速・阿】
2-29 損在 銀軸眉作 一雙 「銀眉作（手箱内容品）」【速・阿】
2-30 御拂 二帖 「紅帖紙」【速】
2-31 紅帖紙 一雙 「紅帖紙」【速】
2-32 茶碗移紅器 一箇 「白磁皿（手箱内容品）」【速・阿】
2-33 闕失 茶碗油器 一箇
2-34 闕失 此外 櫛 二枚 （「蒔絵櫛（手箱内容品）」【速・阿】）
2-35 闕失 鏡 一面 （鏡のいずれか【速・阿】）
2-36 鬘 一掛 「義髻」【速・阿】
2-37 闕失 鋏鋷 一具 （「銀鋏鋷（手箱内容品）」【速・阿】）
2-38 見エ不申候 已上同前納錦袋入採色箱 （「赤地錦袋（手箱附）」【速】）
2-39 御目録之外 御二幅ノ物 一 「衾 黄地浮線綾文唐織物」【速・阿】
2-40 御糸花 「挿頭華」【速】
2-41 紅筆ノ如キ物
2-42 歯黒筆ノ如キ物
2-43 （鏡） 「松楓双鶴文鏡」【速】
2-44 御鏡箱 「黒漆平文鏡箱（大型鏡附）」【速・阿】
岩瀬文庫本 第三巻 聖御宮（3-1）・児御宮（3-2）・子守御宮（3-3）・一万十万御宮（3-4）・勧請御宮（3-5）・飛行御宮（3-6）・米持御宮（3-7）
3-1-1 御装束同 御神服同 御調度 御手箱 一合「牡丹蒔絵手箱」【速】
3-1-2 御眉作 一雙 「銀眉作（手箱内容品）」【速・阿】
3-1-3 見エ不申候 御針 （「銀縫針」【速】）
3-1-4 御唐衣 一領 「唐衣 緯白小葵文固綾」【速】
3-1-5 御紅袴 一腰 「袴 紅地平絹 残闕」【速】
3-1-6 御檜扇 一枚 「彩絵檜扇」【速】
3-2-1 御手箱 一合 「唐花唐草蒔絵手箱」【速】
3-2-2 御白粉笥 一箇 「銀白粉箱（手箱内容品）」【速・阿】
3-2-3 御薫物筥 一合 「銀薫物箱（手箱内容品）」【速・阿】
3-2-4 見エ不申候 御針 （「銀縫針」【速】）
3-2-5 御鏡 一面 「白銅鏡（手箱内容品）」【速・阿】
3-2-6 海賦御裳 一腰 「海賦裳 白小葵文固綾」【速・阿】
3-2-7 見エ不申候 御單衣
3-2-8 御紅袴 一腰 「袴 紅地平絹 残闕」【速】
3-3-1 御手箱 一合 「橘蒔絵手箱」【速・個】
3-3-2 御鏡 一面 「白銅鏡（手箱内容品）」【速・阿】
3-3-3 御薫物筥 一合 「銀薫物箱（手箱内容品）」【速・阿】
3-3-4 御白粉笥 一箇 「銀白粉箱（手箱内容品）」【速・阿】
3-3-5 御歯黒筥 一合 「銀歯黒箱（手箱内容品）」【速・阿】
3-3-6 見エ不申候 御針 （「銀縫針」【速】）
3-3-7 御唐衣 一領 「唐衣 緯白小葵文固綾」【速】
3-3-8 紅御袴 一腰 「袴 紅地平絹 残闕」【速】
3-4-1 御手箱 一合 「菊唐草蒔絵手箱」【速】
3-4-2 御鏡箱 一合 「蒔絵鏡箱（手箱内容品）」【速・阿】
3-4-3 紅御袴 一合 「袴 紅地平絹 残闕」【速】
3-5-1 御手箱 一合 「松楓蒔絵手箱」【阿】
3-5-2 御鏡 一面 「白銅鏡（手箱内容品）」【速・阿】
3-5-3 見エ不申候 御針 （「銀縫針」【速】）
3-5-4 海賦御裳 一腰 「海賦裳 白小葵文固綾」【速・阿】
3-6-1 御手箱 一合 「梛蒔絵手箱」【速】
3-6-2 御鏡箱 一合 「蒔絵鏡箱（手箱内容品）」【速・阿】
3-6-3 紅御袴 一腰 「袴 紅地平絹 残闕」【速】
3-6-4 御唐衣 一領 「唐衣 緯白小葵文固綾」【速】
3-7-1 御手箱 一合 「橘蒔絵手箱」【速・個】
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番号 注記 項目名 相当しうる現存の古神宝類
3-7-2 見エ不申候 御針 （「銀縫針」【速】）
3-7-3 紅御袴 一腰 「袴 紅地平絹 残闕」【速】
3-7-4 海賦御裳 一腰 「海賦裳 白小葵文固綾」【速・阿】
3-7-5 御薄衣 一領 「衵 蘇芳小花文銀欄」【速】
3-7-6 御唐衣 一領 「唐衣 蘇芳蓮唐草文銀欄」【速】
3-7-7 御二幅ノ物 一 「衾 朽葉人物花唐草文繻珍」【速】
岩瀬文庫本 第四巻 （証誠殿）
4-1 御大口 一腰
4-2 御袙 二領 「衵 経縹緯白小葵文固綾」【速】
4-3 御單 一領 「薄衣 白地遠菱紋固綾」【速】
4-4 ヤ 御薄衣 一領 「薄衣 淡紅地幸菱紋固綾」【速】
4-5 闕失 御帯 一條
4-6 闕失 御狩衣 一領
4-7 闕失 御衾 一條
4-8 フ 御檜扇 一枚 「彩絵檜扇」【速・阿】
4-9 闕失 御履 一両
4-10 御草鞋 一両 「錦包挿鞋」【速・阿】
4-11 御草鞋箱 「唐花蒔絵挿鞋箱」【速・阿】
4-12 闕失 御入帷 一條
4-13 闕失 御平裏 一帖
4-14 闕失 御衣箱 一合 （「松喰鶴蒔絵御衣箱」【速・阿】ヵ）
4-15 御調度 御手箱 一合 「桐蒔絵手箱」【速】
4-16 御托纀

4-17 御手箱之袋 「赤地錦袋（手箱附属品）」【速・阿】
4-18 御鏡箱 一合 「蒔絵鏡箱（手箱内容品）」【速・阿】
4-19 御鏡 「白銅鏡（手箱内容品）」【速・阿】
4-20 銀薫物箱 二箇 「銀薫物箱（手箱内容品）」【速・阿】
4-21 銀歯黒箱 二箇 「銀歯黒箱（手箱内容品）」【速・阿】
4-22 銀莖歯黒筆 一雙 「銀歯黒筆（手箱内容品）」【速・阿】
4-23 銀歯黒器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
4-24 銀抹捃器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
4-25 銀水入器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
4-26 銀髪𫝼大小 二箇 「銀髪掻（手箱内容品）」【速・阿】
4-27 銀耳𫝼 一箇 「銀耳掻（手箱内容品）」【速・阿】
4-28 銀白粉笥 二箇 「銀白粉箱（手箱内容品）」【速・阿】
4-29 銀軸眉作 一雙 「銀眉作（手箱内容品）」【速・阿】
4-30 紅帖紙 一双 「紅帖紙」【速】
4-31 銀鋏鋷 一具 「銀鋏鋷（手箱内容品）」【速・阿】
4-32 内二本ハ見エ不申候 銀針 三本 「銀縫針」【速】
4-33 銀櫛拂 一箇 「銀櫛払（手箱内容品）」【速・阿】
4-34 銀解櫛 一枚 「銀解櫛（手箱内容品）【速・阿】
4-35 溶掛地蒔繪櫛 廿九枚 「蒔絵櫛（手箱内容品）」【速・阿】
4-36 御拂 二帖 「紅帖紙」【速】
4-37 闕失 茶碗油壷 一箇
4-38 茶碗紅移器 一箇 「白磁皿（手箱内容品）」【速・阿】
4-39 色々薄様 三襲 「紅帖紙」【速】のうちヵ
4-40 （鏡箱） 「黒漆平文鏡箱（大型鏡附）」【速・阿】
4-41 御目録之外 御櫛箱 一合 「蒔絵櫛箱（手箱内容品）」【速・阿】
4-42 御鏡箱袋 三 「黒漆平文鏡箱（大型鏡附）」【速・阿】
岩瀬文庫本 第五巻 飛鳥荒祭宮
5-1 損在 御束帯 一具 御冠 一頭 「冠」【速・阿】
5-2 御袍 一領
5-3 御直衣 一領 「袍 白地小葵文固綾」【阿】
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番号 注記 項目名 相当しうる現存の古神宝類
5-4 闕失 御半臂ﾟ 一領
5-5 闕失 御下襲 一領
5-6 御袙 一領
5-7 御單衣 一領
5-8 甚損シ 紅張大口 一領 「袴 紅地平絹 残闕」【速】
5-9 御表袴 一腰 「表袴 緯白窠霰文二重織」【阿】
5-10 石御帯 一條 「石帯」【阿】
5-11 御笏 一枚 「木笏」【速・阿】
5-12 御衾 一條
5-13 御檜扇 一枚 「彩絵檜扇」【阿】
5-14 御履 一両 「錦包挿鞋」【速・阿】
5-15 御平裏 一帖
5-16 御入帷 一帖
5-17 闕失 御衣筪 一合 （「松喰鶴蒔絵御衣箱」【速・阿】ヵ）
5-18 御調度 御手箱 一合 「籬菊蒔絵手箱」【速】
5-19 御鏡箱 一合 「白銅鏡（手箱内容品）」【速・阿】
5-20 銀薫物箱 二箇 「銀薫物箱（手箱内容品）」【速・阿】
5-21 銀白粉笥 二箇 「銀白粉箱（手箱内容品）」【速・阿】
5-22 銀歯黒箱 二合 「銀歯黒箱（手箱内容品）」【速・阿】
5-23 見エ不申候 銀莖歯黒筆 一雙 （「銀歯黒筆（手箱内容品）」【速・阿】）
5-24 銀歯黒器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
5-25 銀抹捃器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
5-26 銀水入器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
5-27 銀髪𫝼大小 二箇 「銀髪掻（手箱内容品）」【速・阿】
5-28 銀耳𫝼 一箇 「銀耳掻（手箱内容品）」【速・阿】
5-29 銀鋏鋷 一具 「銀鋏鋷（手箱内容品）」【速・阿】
5-30 見エ不申候 銀針 三本 （「銀縫針」【速】）
5-31 銀解櫛 一枚 「銀解櫛（手箱内容品）」【速・阿】
5-32 溶掛地蒔繪櫛 廿九枚 「蒔絵櫛（手箱内容品）」【速・阿】
5-33 銀櫛拂 一箇 「銀櫛払（手箱内容品）」【速・阿】
5-34 御拂 二帖 「紅帖紙」【速】
5-35 紅帖紙 一双 「紅帖紙」【速】
5-36 銀軸眉作 一雙 「銀眉作（手箱内容品）」【速・阿】
5-37 色々薄様 三襲 「紅帖紙」【速】のうちヵ
5-38 茶碗紅移器 一箇 「白磁皿（手箱内容品）」【速・阿】
5-39 闕失 茶碗油壺 一箇
5-40 闕失 此外 櫛 二枚 （「蒔絵櫛（手箱内容品）」【速・阿】）
5-41 鏡 一面 「白銅鏡」または「白銅鏡（手箱内容品）」【速・阿】
5-42 鬘 一掛 「義髻」【速・阿】
5-43 闕失 鋏鋷 一具 （「銀鋏鋷（手箱内容品）」【速・阿】）
5-44 見エ不申候 已上色目同前納錦袋 （「赤地錦袋（手箱附）」【速・阿】）
5-45 御鏡 一面 「松竹双鶴文鏡」【速・阿】
岩瀬文庫本 第六巻 若宮殿
6-1 ハ 御神服 一具 薄様襲御衣 五領 「衵 香立涌文固綾」【速】を含むヵ
6-2 御薄衣 一領 「衵 萌黄小葵浮線綾丸文二重織」【速】
6-3 御單衣 一領 「薄衣 白小葵文固綾」【速】
6-4 御唐衣 一領 「唐衣 萌黄小葵文固綾」【速】
6-5 地摺御裳 一腰 「海賦裳 白小葵文固綾」【速・阿】
6-6 紅御二重衣 一領
6-7 ム 二重織袴 一腰
6-8 御檜扇 一枚 「彩絵檜扇」【速・阿】
6-9 御平裏 一帖
6-10 御調度 御手箱 一合 「松椿蒔絵手箱」【阿】
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番号 注記 項目名 相当しうる現存の古神宝類
6-11 御鏡箱 一合 「蒔絵鏡箱（手箱内容品）」【速・阿】
6-12 銀薫物筥 二合 「銀薫物箱（手箱内容品）」【速・阿】
6-13 銀白粉笥 二箇 「銀白粉箱（手箱内容品）」【速・阿】
6-14 銀歯黒箱 二合 「銀歯黒箱（手箱内容品）」【速・阿】
6-15 見エ不申候 銀莖歯黒筆 一雙 （「銀歯黒筆（手箱内容品）」【速・阿】）
6-16 銀歯黒器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
6-17 銀抹捃器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
6-18 銀水入器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
6-19 銀髪𫝼大小 一箇 「銀髪掻（手箱内容品）」【速・阿】
6-20 銀耳𫝼 一箇 「銀耳掻（手箱内容品）」【速・阿】
6-21 銀鋏鋷 一具 「銀鋏鋷（手箱内容品）」【速・阿】
6-22 見エ不申候 銀針 三本 （「銀縫針」【速】）
6-23 銀解櫛 一枚 「銀解櫛（手箱内容品）【速・阿】
6-24 溶掛地蒔絵櫛 廿九枚 「蒔絵櫛（手箱内容品）」【速・阿】
6-25 銀櫛拂 一箇 「銀櫛払（手箱内容品）」【速・阿】
6-26 御拂 二帖 「紅帖紙」【速】
6-27 銀軸眉作 一雙 「銀眉作（手箱内容品）」【速・阿】
6-28 紅帖紙 一双 「紅帖紙」【速】
6-29 茶碗紅移器 一箇 「白磁皿（手箱内容品）」【速・阿】
6-30 色々薄様 三襲 「紅帖紙」【速】のうちヵ
6-31 闕失 茶碗油壺 一箇
6-32 此外 櫛 二枚 「蒔絵櫛（手箱内容品）」【速・阿】
6-33 鏡 一面 「白銅鏡」または「白銅鏡（手箱内容品）」【速・阿】
6-34 鬘 一懸 「義髻」【速・阿】
6-35 見エ不申候 鋏鋷 一具 （「銀鋏鋷（手箱内容品）」【速・阿】）
6-36 見エ不申候 已上色目同前納錦袋入採無検納箱 （「赤地錦袋（手箱内容品）」【速・阿】）
6-37 御鏡 一面 鏡のいずれか【速・阿】
6-38 御苧笥 一合 「松鶴蒔絵苧笥」【速】
6-39 御苧巻 一箇 「金銅鎛」【速】
6-40 御多々利 一基
6-41 御桛 一枚 「松喰鶴蒔絵桛」【速・阿】
6-42 御目録之外 御櫛箱 一合 「蒔絵櫛箱（手箱内容品）」【速・阿】
6-43 御糸花 一 「挿頭華」【速】

番号 注記 項目名 相当しうる現存の古神宝
ベルリン本 中御前速霊宮
B-1 井 御鉾 二柄 「鉄鉾」【速】
B-2 （鳥頸太刀） 「金銀装鳥頸太刀」【速】
B-3 御劔袋 「赤地錦袋（金銀装鳥頸太刀附）」【速】
B-4 御平緒 「平緒残欠」【速】
B-5 御弓 二張 「朱塗弓」【速】
B-6 御弓袋 「赤地錦袋（朱塗弓附）」【速】
B-7 闕失 蒔絵鞆 一枚
B-8 御平胡籙 二具 「桐文蒔絵平胡籙」・「金銅箭」・「金銅鏑矢」【速】
B-9 闕失 御馬具 銀面 一箇
B-10 闕失 髪袋 一箇
B-11 闕失 尾袋 一箇
B-12 闕失 雲形
B-13 闕失 雲珠
B-14 闕失 牽轡

【表三】ベルリン本記載の神宝一覧
表記のルール等については【表一】の凡例に従った。ただし、各神宝の番号は「B-〇」と標記した。
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番号 注記 項目名 相当しうる現存の古神宝
B-15 ク 御唐鞍 皆具 「金銅装唐鞍」【速】
B-16 損 小韉
B-17 損 大韉
B-18 闕失 表敷
B-19 鞢
B-20 鐙 一具 「金銅壺鐙」【速】
B-21 朱塗鞦 一具 「金銅杏葉」【速】
B-22 御目録之外 御轡
B-23 闕失 靽
B-24 闕失 表腹帯
B-25 闕失 餉付 十筋
B-26 闕失 差縄 四筋
B-27 御鞭 一筋 「朱塗鞭」【速】
B-28 闕失 御錦蓋 一柄
B-29 御神服 二具 一具 薄様襲御衣 五領
B-30 黄二重織物御表着 一領
B-31 緑御單 一領
B-32 （唐鞍） 「金銅装唐鞍」【速】
B-33 闕失 御狩衣 一領
B-34 紫御指貫 一腰
B-35 錦御衾 一條
B-36 損在 紅御帯 一條
B-37 御履 一両 「錦包挿鞋」【速・阿】
B-38 闕失 御平裏 一帖
B-39 御入帷 一條
B-40 闕失 御衣箱 一合 （「松喰鶴蒔絵御衣箱」【速・阿】ヵ）
B-41 損 御束帯 一具 御冠 一頭 「冠」【速・阿】
B-42 ケ 御冠箱 「松喰鶴蒔絵冠箱」【速・阿】
B-43 御冠箱袋
B-44 損シ御座候 玉珮 二流 「玉佩」【速】
B-45 玉珮箱 「梛蒔絵笏箱」【速】
B-46 御袍 一領 「袍 萌黄浮線綾丸文固綾」【速】
B-47 御直衣 一領
B-48 御半臂 一領
B-49 見エ不申候 御下襲 一領
B-50 紅御袙 一領
B-51 御單衣 一領
B-52 損 御大口 一腰
B-53 損 御表袴 一腰
B-54 損 御石帯 一條 「石帯」【阿】ヵ
B-55 御石帯袋 「赤地錦袋（石帯附属）」【阿】ヵ
B-56 御履 一両 「錦包挿鞋」【速・阿】ヵ
B-57 御笏 一枚 「木笏」【速・阿】
B-58 御笏箱 「桐蒔絵玉佩箱」【速】
B-59 御檜扇 一枚 「彩絵檜扇」【速・阿】
B-60 闕失 御平裏 一帖
B-61 御入帷 一條 「衾 白小葵臥蝶丸文二重織」【阿】ヵ
B-62 闕失 御衣箱 一合 （「松喰鶴蒔絵御衣箱」【速・阿】ヵ）
B-63 増進 本目録外 蒲萄色御衣 一領
B-64 紅御單衣 一領
B-65 損 涅染御袴 一腰
B-66 御調度 御手箱 一合 「桐唐草蒔絵手箱」【速】
B-67 御鏡箱 一合 「蒔絵鏡箱（手箱内容品）」【速・阿】
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番号 注記 項目名 相当しうる現存の古神宝
B-68 火取玉 一顆 「水晶玉」【速】
B-69 水取玉 一顆 「水晶玉」【速】
B-70 銀薫物筥 二合 「銀薫物箱（手箱内容品）」【速・阿】
B-71 銀白粉笥 二箇 「銀歯黒箱（手箱内容品）」【速・阿】
B-72 銀歯黒筥 二合 「銀歯黒箱（手箱内容品）」【速・阿】
B-73 銀莖歯黒筆 一雙 「銀歯黒筆（手箱内容品）」【速・阿】
B-74 銀歯黒器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
B-75 銀抹捃器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
B-76 銀水入器 一箇 「銀菊花形皿（手箱内容品）」【速・阿】
B-77 銀髪掻大小 二箇 「銀髪掻（手箱内容品）」【速・阿】
B-78 銀耳撥 一箇 「銀耳掻（手箱内容品）」【速・阿】
B-79 銀鋏鋷 一具 「銀鋏鋷（手箱内容品）」【速・阿】
B-80 銀軸眉作 一雙 「銀眉作（手箱内容品）」【速・阿】
B-81 紅帖紙 一双 「紅帖紙」【速】
B-82 銀解櫛 一枚 「銀解櫛（手箱内容品）」【速・阿】
B-83 沃懸地蒔絵櫛 廿九枚 「蒔絵櫛（手箱内容品）」【速・阿】
B-84 銀櫛拂 一箇 「銀櫛払（手箱内容品）」【速・阿】
B-85 御拂 二帖 「紅帖紙」【速】
B-86 銀針 三本 「銀縫針」【速】
B-87 色々薄様 三襲 「紅帖紙」【速】のうちヵ
B-88 闕失 茶碗油壷 一箇
B-89 茶碗移紅器 一箇 「白磁皿（手箱内容品）」【速・阿】
B-90 此外 櫛 二枚 「蒔絵櫛（手箱内容品）」【速・阿】
B-91 鏡 一面 鏡のいずれか【速・阿】
B-92 鬘 一掛 「義髻」【速・阿】
B-93 見エ不申候 鋏鋷 一具 「銀鋏鋷（手箱内容品）」【速・阿】
B-94 見エ不申候 已上納袋 「赤地錦袋（手箱内容品）」【速・阿】
B-95 御鏡 二面 「梛双鶴文鏡」と「桐唐草双鶴文鏡」【速】
B-96 御鏡箱 「黒漆平文鏡箱（大型鏡附）」【速・阿】
B-97 御硯箱 一合 「桐蒔絵硯箱」【速】
B-98 闕失 墨 一廷
B-99 瓦硯 一面 「硯（桐蒔絵硯箱内容品）」【速】
B-100 筆 三管 「筆（桐蒔絵硯箱内容品）」【速】
B-101 筆台 「筆台（桐蒔絵硯箱内容品）」【速】
B-102 小刀 一柄 「刀子（桐蒔絵硯箱内容品）」【速】
B-103 金銀水瓶 一口 「水滴（桐蒔絵硯箱内容品）」【速】
B-104 御目録之外 御錐 一 「錐（桐蒔絵硯箱内容品）」【速】
B-105 御墨挟ノ如キ物 一
B-106 御硯箱包服紗 一
B-107 童元結ノ如キ物 七
B-108 歯黒筆ノ如キ物 一雙
B-109 御鏡三箱入外箱 一合
B-110 御糸花 「挿頭華」【速】
B-111 御蓋 一柄
B-112 織物一幅ノ物 一
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巻末図一　「御手箱」図（西尾市岩瀬文庫所蔵「有職図」第四巻のうち）

〈巻末図版〉

巻末図三　「御二幅ノ物」（西尾市岩瀬文庫所蔵「有職図」第二巻のうち）
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巻末図六　「御二幅ノ物」図（西尾市岩瀬文庫所蔵「有職図」第三巻のうち）

巻末図五　「御薄衣」
（西尾市岩瀬文庫所蔵「有職図」第三巻のうち）

巻末図四　「御唐衣」
（西尾市岩瀬文庫所蔵「有職図」第三巻のうち）

巻末図二　「玉珮」図（ベルリン国立図書館所蔵「中御前速霊宮（仮題）」のうち）




